


はじめに

この報告書は、農林水産省補助事業「令和３年度持続的生産体制強化対策事業のう

ち茶・薬用作物等地域特産作物体制強化促進事業」の実績報告書である。

近年、日本茶の需給バランスが崩れ価格低下を招き、生産者・商工業者などが厳し

い経済環境におかれるとともに、日本茶に係る経済活動も停滞しており、この改善が

緊急の課題となっている。一方で世界的視点においては、和食の世界文化遺産登録や

日本茶の健康機能性、日本茶文化への関心の高まり、抹茶を中心とした日本茶の輸出

量が増加するなど、日本茶がブームとなっている。しかしながら、世界的なコロナ

ウィルスの感染拡大がおさまりをみせず、人々の社会・経済活動の自粛、行動変容が

求められ、お茶をはじめ、多くの商品の需要、サービスが縮小し、社会経済全体に悪

影響が及んでいる。

今年度は、原則無観客での開催など、コロナウィルス感染防止対策を講じつつ、昨

年延期された東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催され、世界中から日

本への関心が高まったところである。このため、今年度においては、コロナウィルス

の感染拡大を防止しつつ、国内外の消費者・事業者に向けて、日本茶の普及、日本茶

文化・健康機能性等を情報発信するため、Japan Tea Action Project（以下「JTAP」

という）の一環として、ITを活用したデジタル活動等を強化した。

具体的には、日本茶文化、健康機能性、お茶の淹れ方体験・産地ツーリズム、日本

茶の飲用・購買等様々な情報をインターネット等を活用して提供するため、JTAサイト

の整備・運営、茶文化ポスター等の配布、ポータルサイト「日本茶ドア」の検索機能

強化、東京オリンピック期間中に海外事業者等と国内茶産地等を結んだ情報交換会

「日本茶マラソン」を実施するとともに、中核都市において茶の淹れ方、日本茶文化

体験提供等の取組を実施した。これらの取組の成果が今後の茶業振興と日本茶を取り

巻く諸情勢の好転に繋がることを願ってやまない。

日本茶業体制強化推進協議会

委員長 大森正司
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Ⅰ.事業概要

1.事業目的

国は「お茶の振興に関する法律（平成２３年４月制定）」に基づく「茶業及びお

茶の文化の振興に関する基本方針（平成２４年３月策定）」を令和２年４月２１日

改定した。茶業の課題と今後の振興の方向が示されたことにより、茶業関係が取り

組むべき対策とその方向が明らかになった。

近年、日本茶の需給バランスが崩れ価格低下を招き、生産者・商工業者などが厳

しい経済環境におかれるとともに、日本茶経済活動も停滞しており、この改善が緊

急の課題となっている。一方で、世界的視点においては、和食の世界文化遺産登録

や日本茶の健康機能性、日本茶文化への関心が高まり、抹茶を中心とした日本茶の

輸出量が増加するなど、日本茶がブームとなっている。しかしながら、昨年来、世

界的にコロナウィルスの感染が拡大し、我が国でも緊急事態宣言が発出され、東京

オリンピック・パラリンピック競技大会が延期されるなど、人々の社会・経済活動

の自粛、行動変容が求められ、お茶をはじめ、多くの商品の需要、サービスが縮小

し、社会経済全体に悪影響が及んでいる。

今年度は、ワクチン接種の推進等、コロナウィルス感染防止対策を講じつつ、昨

年延期された東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催が計画されており、

同大会開催の有無に関わらず、世界中から日本への関心が高まるものと考えられる。

このため、今年度においては、コロナウィルス感染拡大を防止しつつ、国内外の

消費者・事業者に向けて、日本茶の普及、日本茶文化、健康機能性等を情報発信す

るため、Japan Tea Action Project（以下「JTAP」という）の一環としてITを活用

したデジタル活動等を強化する必要がある。

具体的には、日本茶文化、健康機能性、お茶の淹れ方体験・産地ツーリズム、日

本茶の飲用・購買等様々な情報をインターネット等を活用して提供するため、JTAサ

イトの整備・運営茶文化ポスター等の配布、ポータルサイト「日本茶ドア」の検索

機能強化、海外事業者等と国内茶産地等を結んで情報交換会を実施するとともに、

中核都市での茶の淹れ方、日本茶文化体験提供等の取組を実施する。

2.成果目標の具体的な内容

達成すべき
成果目標

目標値（３年度） 目標値の考え方
事後評価の
検証方法

地域特産作物に
関する文化の普
及・啓発に資す
る取組を３地域
以上で実施する
こと。

主要地域３箇所に
おいて、伝統的な
日本茶文化の普及
・啓発を行うとと
もに、新たな日本
茶文化の創造にお
ける実証を行う。

主要３地域（東京、京都、
九州）において国内外の
消費者、食品関連事業者
等に日本茶・茶文化を普
及する取組等を実施する。

主要３地域（東京、京
都、九州）の取組への
参加動向等を把握して
日本茶文化等の普及手
法を提案する。
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3.事業実施体制

（1）日本茶業体制強化推進協議会実施体制

【事務局】
（公社）日本茶業中央会

日
本
茶
業
体
制
強
化
推
進
検
討
会

①九州地区での

茶の普及推進

茶の需要拡大に資する取組の実施

全国的な需要拡大運動として、５月の「国際お茶の日」等
を記念し、また、１１月にはコロナ禍のなか「日本茶ぐら
し」を提案するポスター・リーフレットを作成し、消費者
等に情報発信した。

茶の需要拡大に資する取組の実施

京都会場において、世界中の消費者・茶業者と国内１５茶
産地を繋いだオンライン会議を開催し、情報交換を行うと
ともに世界に向けて各産地の個性豊かな日本茶をＰＲした。

茶の需要拡大に資する取組の実施

日本茶オンラインマラソンで制作した日本各地の茶産地動
画を活用し、茶産地及び日本茶の魅力を国内外の事業者等
にＰＲするため、茶の生産から加工まで仕上げ茶加工を含
めて再編集した動画コンテンツを制作した。

ＪＴＡ（Japan Tea Action）サイトの整備・運営

国内茶産地の動向、新しい茶文化、健康機能性、産地ツー
リズム等、話題性の高い旬な情報を発信するＪＴＡサイト
の整備等を行った。

茶茶業業界界ののデデジジタタルル化化実実態態把把握握調調査査のの実実施施

茶業界におけるＨＰ・ＳＮＳ利用やＥＣ取引等のデジタル
化の現状について把握・分析するため、実態調査を実施し
た。

茶の普及推進イベント（九州茶フェア）の実施

①博多マルイにて「九州の茶館」を出展
②大濠公園内「大濠テラス」でティーペアリングを開催
③大濠公園内「日本庭園」でこども茶会を開催
し、日本茶・茶文化の普及推進を図った。

茶の需要拡大に資する取組の実施

伝統的な日本茶文化を後世に残すため、茶葉を選び、茶器
を選び、淹れ方を考えて茶を淹れるという行為を「淹茶
（えんちゃ）と名付け、その技術と芸術性、パフォーマン
スを競うイベントを開催した。

②全国的な消費拡大
運動ポスター・リー
フレットの配布

⑦情報発信ツール
の整備

ポータルサイト「日本茶ドア」の機能追加

消費者ニーズに応えて、店舗・施設等でのお茶の購入やお
茶を楽しめる機会など、様々な情報を提供するために必要
な検索システムを機能追加した。

③日本茶オンライ
ンマラソンの実施

④日本茶の魅力を
伝える動画コンテ

ンツの制作

⑤淹茶選手権2021
の開催

⑥需要・消費動向
等調査の実施
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役職 氏名 所属

委員長 大森正司 ＮＰＯ法人日本茶普及協会 理事長

委 員 米川 榮 日本紅茶協会 専務理事

委 員 橋本久美子 株式会社吉村 代表取締役

委 員 徳永睦子 一般社団法人お茶結びプロジェクト 理事長

委 員 森山修実 公益社団法人日本茶業中央会 専務理事

委 員 宮崎保博 全国茶生産団体連合会 専務理事

委 員 藤田文敏 全国茶商工業協同組合連合会 専務理事

委 員 桐島俊昭 日本茶輸出組合 理事長

委 員 伊藤智尚 公益社団法人静岡県茶業会議所 専務理事

委 員 原田和也 公益社団法人京都府茶業会議所 参事

委 員 寺園昌昭 公益社団法人鹿児島県茶業会議所 専務理事

委 員 奥村靜二 NPO法人日本茶ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ協会 専務理事

委 員 大羽昭仁 株式会社未来づくりカンパニー 代表取締役

（2）日本茶業体制強化推進検討会委員

（注）令和4年3月現在の委員

委 員 君野信太郎 東京茶協同組合 理事長

委 員 奥富雅浩 NPO法人日本茶ｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ協会 東日本ﾌﾞﾛｯｸ長

委 員 堀口修男 東京茶業青年団 団長

委 員 田中仙堂 東京茶道会 理事

委 員 海野俊堂 一般社団法人全日本茶道連盟 理事長

委 員 松本靖治 一般社団法人国際日本茶協会 共同責任者

委嘱委員 後藤健治 三重県茶業会議所 常務理事

委嘱委員 田熊元彦 株式会社伊藤園 生産本部副本部長

委嘱委員 牧 秀樹
ｻﾝﾄﾘｰ食品ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ株式会社ｼﾞｬﾊﾟﾝ事業本部
商品開発部長

委嘱委員 西條 啓 三井農林株式会社飲料原料本部兼購買本部 本部長

委嘱委員 川谷眞佐枝 ＮＰＯ法人現代喫茶人の会 副理事長

委嘱委員 尾藤 環 辻調理師専門学校 企画部長

委嘱委員 谷河吉己 京懐石吉泉 亭主

委嘱委員 和多田喜 茶茶の間 店主
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Ⅱ 事業実施内容 

１．茶の需要拡大に資するイベントの実施 

 

（（１１））  九九州州茶茶フフェェアア２２００２２１１  ～～日日本本茶茶のの新新時時代代～～  

①ＫＩＩＴＴＥ博多マルイ DOCORE において、ブース出展し、茶の健康機能性

と九州茶４産地のＰＲ活動を行うとともにサンプル茶の配布を行った。 

（令和３年１１月１７日～２３日） 

 

   ②大濠公園内カフェ「大濠テラス２階オープンスペース」において、日本茶と

フードのペアリングイベントを開催し、日本茶と食について参加者の理解を深

めた。（令和３年１１月３０日） 

 

   ③大濠公園「日本庭園」において、博多伝統文化こども茶会を開催した。 

（令和３年１２月２６日） 

 

④九州茶普及活動の短編プロモーション動画を制作するとともにイベント開催

告知の Web・SNS 配信を行った。 

 

なお、取組の詳細は、以下「実績報告書」のとおりである。 

 

6



令和４年１月２５日 

一般社団法人 お茶結びプロジェクト 

理事長 徳永 睦子 

 

九州茶フェア 2021 ～日本茶の新時代～ 実績報告書 

 

【実施概要】 

昨年度から引き続き、今年度もコロナ禍の状況にあり、大型イベント、食品展示商談

会等の実施予定が立たず、自力開催及び人数制限を設けて実施できる九州茶普及イベン

トを実施した。開催告知、普及活動動画の放映は、長引く外出自粛要請を鑑みて、駅前

街頭ビジョンは使用せず、web・SNS 配信を主体に実施した。 

また、文化庁・地元 NPO 団体と取り組む「子ども茶育事業」とも連携することができ、

「博多伝統文化 子ども茶会」を無事開催することができた。 

 

〇活動テーマ：九州茶フェア 2021 ～日本茶と新時代～ 

１． 九州茶サンプリング企画「九州茶フェア 2021 ～日本茶の新時代～ in 博多マル

イ DOCORE」 

２．九州茶ティーペアリングイベント「JAPANESE TEA NEWERA in 大濠公園 大濠テラ

ス」 

３． 茶育事業（文化庁伝統文化親子教室事業）と連携した「博多伝統文化 子ども茶会 

in 大濠公園 日本庭園」 

４．九州茶普及活動及びイベント開催告知の Web・SNS 配信 

５． 九州茶普活動の短編プロモーション動画「JAPANESE TEA NEWERA」制作 

 

【事業の内容】 

１．九州茶サンプリング企画 

「九州茶フェア 2021 ～日本茶の新時代～ in 博多マルイ DOCORE」 

 

開催告知：お茶結びプロジェクト facebook ページにて動画広告を実施 

実施期間：2021 年 11 月 17 日～23 日 ７日間 

実施場所：博多マルイ 2F  DOCORE 内ブース 

実施目的：九州茶サンプリング配布、同月開催の九州茶ティーペアリングイベント告  

     知 

配 布 物：①九州茶普及チラシ 1200 部、②九州茶 4産地(八女、知覧、東彼杵、嬉野)

のサンプル茶各 300 パック合計 1,200 パック、③イベント告知フライヤー

1,200 枚、④「茶の健康効果２０選小冊子」150 部 
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実施結果：博多マルイ 2F DOCORE 内出展ブース（７日間）において、全ての九州茶

4 産地のサンプル茶及び九州茶普及チラシ等の配布を完了した。 

     （Facebook 内広告 9979 名 視聴回数 11786 回を記録） 

 

〇報告事項 

今年度は新型コロナウイルス感染防止対策として、出展ブースには人員を配置せず、

DOCORE 内の店舗利用者に限り、レジにてサンプリングを実施した。 

開催前は、緊急事態宣言が明けたとはいえ客足があまり多くない状況であり、店舗利

用者に絞ってサンプリングを行うことに多少の懸念はあったが、結果としては、全て期

間内にサンプリングを終えることができた。 

 

（DOCORE 店員及び店舗利用者の声） 

・地元のお茶ということで八女茶を貰ったが、家で飲んでみて美味しかったので他

の地域のお茶も気になって、また DOCORE に買い物に来た。 

・飲んでみて美味しかったから、直接茶葉を買いたかったけれど、販売はしていな

いのですか。（購入方法について説明） 

・私の地元(大分)のお茶が置いてあって嬉しかった。 

 

〇所感 

DOCORE の店員さんから「毎年お客様が喜ばれるので来年も続けて欲しい」と意見を

いただき、大変有意義なサンプリングイベントであった。 

 さらに、配布チラシの QR コードから、11 月 30 日開催の「フードペアリングイベン

ト」のイベント参加予約を行った店舗利用者もおり、イベント開催に先駆けて行う宣伝

効果を生み出した。 

 

〇facebook 広告について 

動画とテキストを拡散するさいに、1 人あたり 1円で拡散ができているのでコストパ

フォーマンスはとても良いと言える。 

今後行うイベントについても写真はもちろん動画を意識して撮影することで、より多

くの方々へお茶結びプロジェクトの活動が届くものと考える。 

 

〇開催告知動画 

確認用 URL（２パターン） 

【確認用】九州茶フェア 2021 A - YouTube 

https://www.youtube.com/watch?v=SHVhVfmAtpA 
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【確認用】九州茶フェア 2021 B - YouTube 

https://www.youtube.com/watch?v=RC2HZpfDPcA 

 

 

 

 

 

 

 

〇イベント実施風景 
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〇配布チラシ「日本茶の新時代」B4 判 

（オモテ）   
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  （ウラ） 
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２．九州茶ティーペアリングイベント 

「JAPANESE TEA NEWERA in 大濠公園 大濠テラス」 

 

〇実施概要 

開催告知：インターネット配信・デジタル版新聞、地域情報サイトへの掲載・フライ

ヤー配布・食品アンテナショップ ポスター掲載 

 

実施期間：2021 年 11 月 30 日 

実施人数：１０名×４部制 

 

実施場所：福岡市大濠公園内「八女茶カフェ」大濠テラス 

https://www.welcomekyushu.jp/article/?mode=detail&id=430 

 

実施目的 

食とお茶のキーパーソンに向けて、日本茶インストラクター×料理研究家による新た

な時代の九州茶の楽しみ方を伝える。日本茶インストラクターによる様々な九州茶のイ

ンストラクションの実施。地元食材を使った料理とのペアリング普及。来場者への九州

茶一煎パック・普及チラシ・茶の健康効果２０選の配布。 

 

実施結果：定員を超える４８名の参加（男性９名、女性３９名） 

 

〇参加者層（業種・職業） 

アナウンサー・フードコーディネーター・茶商・茶関連業者・通販会社マーケティン

グ責任者・食品会社企画部・子育て NPO 団体理事・飲食店経営者・陶芸家・ヴィーガン

レストラン経営者・園芸業者・外国人システムエンジニア 他 

 

〇報告事項 

 福岡市大濠公園に 2020 年 9 月に誕生した「大濠テラス 八女茶と日本庭園と」のイベ

ントスペースにて、九州茶を用いたティーペアリングイベントを１日限定開催した。 

４部制各１０名の参加を予定していたが、新しい日本茶の時代に興味を持つ参加希望

者が多く、限定人数を上回る４８名が来場した。 

 

〇イベント告知 

プレスリリース配信サービスを利用し、食・健康関連のマスメディアへの配信を実施。 

（配信先） 

食品・お菓子主要メディア １８２社 
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ダイエット・健康食品・サプリメント主要メディア １７０社 

 

（掲載例） 

西日本新聞 me 地方新聞社デジタル版 

https://www.nishinippon.co.jp/item/o/826805/ 
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（その他：掲載例の URL） 

Mapion ニュース： 

https://www.mapion.co.jp/news/release/000000002.000074172/ 

Excite ニュース： 

https://www.excite.co.jp/news/article/Prtimes_2021-11-04-74172-2/ 

PR/EDGE： 

https://predge.jp/pr/226069/ 

PR TIMES： 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000002.000074172.html 

 

〇フライヤーデザイン（A6 判） 

  

 

〇イベント内容 

・日本茶インストラクターによる様々な九州茶の紹介 

・各茶産地の特徴的な茶葉を題材として、新しい抽出方法のインストラクション 

・料理研究家・フードコーディネーターによる九州食材と大濠テラス フードメニュー

とのペアリング 

・気軽に参加できる煎茶の茶会をイメージし、フラワーアーティストによる九州産生花

の装飾 
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〇ティーペアリングコーディネーター 

日本茶インストラクターと料理研究家によるティーペアリングメニューの考案 

 

＜日本茶インストラクター 竹中昌子 氏＞ 

 

・日本茶インストラクターとして福岡を中心に美味しい日

本茶の淹れ方や文化について広める活動を行う。 

・TEA FOREST JANAPESE 代表取締役 

・日本茶インストラクター協会 九州ブロック事務局(福

岡県支部理事) 

・NPO 法人日本茶普及協会茶育指導士 

 

  

 

 

 

＜料理研究家 徳永睦子 氏＞ 

 

・福岡県在住の料理研究家。(有)フーディアムトクナガ代

表。⿅児島や福岡にて TV の料理番組・新聞・雑誌などを

数多く担当。家庭料理の味を伝承するとともに、食育の大

切さを説く。料理を通し、地域の特産品を使用したレシピ

開発など食文化保全活動にも貢献。 

（著書） 

・「今日はおいしい記念日」 

・「CHA CHA CHA COOKING~お茶で楽しいクッキング」 

・おいしいクスリお茶 

 

 

 

〇実施時間・参加人数 

第 1部:11:00～12:00・・・10 名 

第 2部:12:30～13:30・・・12 名 

第 3部:14:00～15:00・・・13 名 

第 4部:15:30～16:30・・・13 名 

計 4回 合計 48 名の参加 
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〇ティーペアリングメニュー 

4 茶産地 5 つの特長的な九州茶をペアリング用にアレンジしました。 

 

嬉野蒸し製玉緑茶、八女伝統本玉露、そのぎ玉緑茶、知覧深蒸し茶、八女かりがねほう

じ茶 

 

 

 

〇実施風景 
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〇所感 

 ティーペアリングという概念を、食の先端をはしるキーパーソンに向けて発信するこ

とができた。参加者からは「今後、ティーペアリングを家庭でも楽しんでみようと思う。

日本茶メニューをレストランに検討したい。自社のお茶でティーペアリングを構成して

みたい。」など、開催効果が感じ取れた。 

次回は、料理シェフ・レストランや、宿泊施設などとコラボした発展的なイベントに

したい。また、参加いただいた中に見られたヴィーガンやハラルといった方への飲食メ

ニュー対応についても、今後検討が必要であると感じた。 
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３．茶育事業 

文化庁伝統文化親子教室事業「博多伝統文化こども茶育教室」卒業生による子ども

茶会を実施した。 

 

実施期間：茶育教室  4 日間（11/7.11/27.12/4.12/18.12/26） 

子ども茶会 1 日間（12/26）  

実施場所：茶育教室 福岡市西公園舞鶴館・大濠テラス 

子ども茶会 大濠公園 日本庭園 

 

実施目的 

日本茶文化オピニオンリーダーの育成。子供たちに向けた、急須を使った家庭での美

味しい日本茶の淹れ方、食生活の中の緑茶の重要性、煎茶道の文化、稽古や茶会を通じ

て和室での作法やお客をおもてなしする際の礼儀を伝える。 

 

実施結果 

小学２年生から高校１年生までの 12 名の子供たちとその保護者が参加。子ども茶会

には父兄、親戚、友人などを招待し、約 50 名の参加者を子供たちでもてなした。 

 

〇報告事項 

お茶結びプロジェクトと地元子育て NPO 団体、NPO 法人 Wing-Wing とともに実施する

博多伝統文化こども茶育教室を今年度も開催した。 

コロナ禍で回数・時間を縮小しての開催だったが、例年参加する経験者の子供たちを

中心に、計 5 回の煎茶教室を行った。様々なお茶の種類を当てる「お茶当てクイズ」か

ら茶育に導入し、和室での作法や礼儀を交えながら、家庭でも可能な丸盆手前や、大福

茶のお点前を茶育指導士メンバーより指導した。子ども茶会は、参加を親戚・父兄・友

人に限ったが、盛況に開催出来、低学年の子供たちによる煎茶席と、高学年の子供たち

による大福茶席の 2 席を 15 人×2回ずつ実施した。 
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〇実施風景 

・茶育教室風景 

   

 

  

 

・子ども茶会風景 
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〇所感 

 今年度は経験者を中心に参加を呼びかけ、茶育教室を実施した。高学年の子供たちが、

低学年の子供たちへとお手前や、お客の作法を指導してくれる場面もあり、頼もしく成

長を感じた。茶会には、留学前の自分の友人を招待する子どももおり、日本茶文化の和

の広がりを感じた。教室で購入した子供用の茶器を使って、家庭でのお茶淹れを実践し

ている子供の報告もあり手ごたえを感じている。文化庁とも連携し継続していきたい。 
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４．Web・SNS 配信 

実施した各イベントは、お茶結びプロジェクト facebook ページにて随時活動報告

を行った。 
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〇所感 

SNS投稿に多少の広告費を投入すれば、さらにアプローチを増やすことができるため、 

次回では前向きに取り組みたい。 
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５．九州茶普活動の短編プロモーション動画制作 

「JAPANESE TEA NEWERA 新時代のお茶の楽しみ方」と題した九州茶の短編プロモ

ーション VTR を制作。今年度の九州茶普及活動は、全イベントをカメラマンにより撮

影し、動画プロットに沿って編集し、２月中に完成させ、VTR データを提出。 

 

実施時期：2021 年 11 月より撮影着手 2022 年 2 月完成。 

 

実施内容 

九州茶普及活動として、子ども茶育教室・ティーペアリングイベント・子ども茶会を

随時撮影。茶業関係者のインタビューを交えて、新しい時代の九州茶の楽しみ方を広げ

る短編 PV を制作。完成後、Web 配信及び食品展示会で放映。 

 

実施目的 

新時代の九州茶の取り組みを幅広く周知する。これまでの日本茶の概念を刷新し、新
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たな分野の消費者層や海外の日本茶ユーザーにアプローチする。 

 

〇動画プロット（抜粋） 
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【イベントの総括】 

コロナ禍ではあったが、実施形態を変更・調整しつつ、予定していた事業を実施する

ことができた。博多駅商業施設での九州茶サンプリング企画は、毎年行ってほしいとの

要望が増え、次回は配布場所と回数を増やして実施したい。 

ティーペアリングイベントは、予想を上回る参加者数と、企画運営側と参加者、関係

者に対する手ごたえを感じたイベントであった。今年度ご協力いただいた九州における

食のキーパーソンとの連携を図りつつ、イベント回数を増やし、新たなお茶の価値を創

造していきたい。 

次世代に向けて、お茶を飲む人を育てるとの思いのもとで実施している子ども茶育事

業は、育成メンバーの子供たちの成長を目の当たりにし、さらなる継続を決意した。 

広報活動には、コストパフォーマンスの良い、インターネット・SNS を活用した企画

を継続していく。九州茶普及活動は、今年度の活動 PV を基本として、毎年度、記録映

像として補完し、今後の普及活動の軸となる動画配信を行っていく。 

以上、今年度の活動実績を報告する。 

 

＜令和３年度 九州茶フェア 賛助団体・協賛企業＞ 

九州茶主要産地市町村協議会、嬉野市役所産業振興部茶業振興課、東彼杵町役場農林水

産課南九州市茶業振興会、八女市役所農業振興課、八女伝統本玉露推進協議会、福岡県

商工会連合会 DOCORE ふくおか商工会ショップ、NPO 法人 Wing-Wing、株式会社＆ローカ

ルズ、株式会社 XIZO、TEA FOREST JAPANESE、九州茶育指導士会、庭道楽、吉村 翼 ALL-

WIN、THE NINE、有限会社フーディアムトクナガ 
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２．茶の需要拡大に資する取組の実施 

 

（１）ポスター等を使った「日本茶と暮らそうプロジェクト」の展開 
 

コロナ禍における健康不安、行動制限によるストレスに鑑み、日本茶文化・茶業関

係者が連携して、お茶の持つ人の心と体への働きに関する情報提供や生活文化活動を

応援する全国的な運動を展開した。 

具体的には、農林水産省と連携して、全国的な需要・消費拡大運動「日本茶と暮ら

そうプロジェクト」の一環として、新茶時期である国際お茶の日等を記念して、「日

本茶とともに心豊かな暮らし」を提案するポスター・リーフレットを作成・配布する

とともに、コロナ禍により家で過ごす時間が増え、ストレスを感じているなかで、

「毎日の暮らしを、ゆったり、おだやかに。日本茶ぐらし」を提案するポスター・リ

ーフレットを作成・配布し、消費者等への情報発信を行った。 

 

なお、取組の詳細は、以下、添付資料のとおりである。 
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                          ３日茶推第 ７ 号 

令和３年４月２６日 

        

都府県茶関係課 御中 

日本茶文化・茶業関係者 各位 

日本茶文化・茶業関係機関 御中 

                     日本茶業体制強化推進協議会 

会長  大 森 正 司 

    

ポスター等を使った「日本茶と暮らそうプロジェクト」の展開について 

                 

常日頃より日本茶文化・茶業の推進にご尽力いただくとともに、日本茶業体制強化推

進協議会（事務局：(公社)日本茶業中央会)の事業にご理解・ご支援をいただき、誠に

ありがとうございます。 

昨年以来、世界的にコロナウィルス感染の拡大が続き、社会・経済活動の自粛、行動

変容が求められ、人の健康のみならず経済・文化等社会活動全般に悪影響が及んでいま

す。 

このため、当協議会では、コロナ禍における健康不安、行動制限によるストレスに鑑

み、日本茶文化・茶業関係者が連携して、お茶の持つ人の心と体への働きに関する情報

提供や生活文化活動を応援する全国的な運動を展開することとしました。具体的には、

農林水産省と連携して全国的な運動「日本茶と暮らそうプロジェクト」の一環として、

新茶時期である国際お茶の日等を記念して「日本茶とともに」心豊かな暮らしを提案す

るポスター・リーフレットを作成・配布し、消費者等に情報発信することとしました。 

日本茶文化・茶業関係者団体等におかれましては、何かとお忙しい中ではありますが、

本運動にご理解を頂き、貴団体会員等へ配布方をお願いします。 

 なお、リーフレットに QR コードを記載しておりますので、関係情報の閲覧をお願い

しますとともに、お茶店舗・体験施設等を検索するサイト「日本茶ドア」へ新規登録を

改めてお願いします。 

 

               （問い合わせ先） 

                日本茶業体制強化推進協議会 

                 事務局：(公社)日本茶業中央会 

                       中島、中村、木下 

                      ＴＥＬ:03-3434-2001 
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（配布実績）
（総括表）ポスター・リーフレット配布先⼀覧（５⽉⽤）

配布先 箇所数
1 全⽣連 20 610 610 870
2 全茶連 22 3,200 3,200 83,100
3 輸出組合 1 100 100 1,000
4 静岡茶業会議所 1 50 50 500
5 京都会議所 1 50 50 500
6 ⿅児島茶業会議所 1 50 50 500
7 東京茶道会(⽥中仙堂） (家元５） 1 30 30 500
8 全⽇本煎茶道連盟 (家元３１） 1 100 100 1,000
9 ⽇本茶インストラクタ―協会 41 ×15 615 ×15 615 ×１0０ 4,100
10 茶の⽣産県 31 ×5 155 ×5 155 ×５０ 1,550

農⽔省 1 10 10 50
農⽔省（⾷べチョク） 14 - - 6,100

12 協議会会員 3 ×5 15 ×5 15 ×50 150
13 協議会（予備） 1 15 15 80

合計 139 5,000 5,000 100,000

ポスター（⼤） リーフレットポスター（⼩）

11

28



5 月のポスター
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5 月のリーフレット
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                          ３日茶推 第２３号 

令和３年 11 月 1 日 

        

都府県茶関係課 御中 

日本茶文化・茶業関係者 各位 

日本茶文化・茶業関係機関 御中 

                     日本茶業体制強化推進協議会 

会長  大 森 正 司 

    

ポスター等を使った「日本茶と暮らそうプロジェクト」の展開について 

                 

常日頃より日本茶文化・茶業の推進にご尽力いただくとともに、日本茶業体制強化推

進協議会（事務局：(公社)日本茶業中央会)の事業にご理解・ご支援をいただき、誠に

ありがとうございます。 

昨年以来、世界的にコロナウィルス感染の拡大が続き、社会・経済活動の自粛、行動

変容が求められ、人の健康のみならず経済・文化等社会活動全般に悪影響が及んでいま

す。 

このため、当協議会では、コロナ禍における健康不安、行動制限によるストレスに鑑

み、日本茶文化・茶業関係者が連携して、お茶の持つ人の心と体への働きに関する情報

提供や生活文化活動を応援する全国的な運動を展開することとしました。具体的には、

農林水産省と連携して全国的な運動「日本茶と暮らそうプロジェクト」の一環として、「毎日

の暮らしを、ゆったり、おだやかに。日本茶ぐらし」を提案するポスター・リーフレッ

トを作成・配布し、消費者等に情報発信することとしました。 

日本茶文化・茶業関係者団体等におかれましては、何かとお忙しい中ではありますが、

本運動にご理解を頂き、会員等へ配布方よろしくお願いします。 

 また、茶業関係者の皆様におかれては、リーフレットにＱＲコードを記載しておりま

すので、関係情報の閲覧をお願いしますとともに、お茶店舗・体験施設等を検索できる

ポータルサイト「日本茶ドア」への新規登録を改めてお願いします。 

 

               （問い合わせ先） 

                日本茶業体制強化推進協議会 

                 事務局：(公社)日本茶業中央会 

                      森山、中村、木下 

                      ＴＥＬ:03-3434-2001 
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（配布実績）
（総括表）⽇本茶ぐらしポスター・リーフレット配布先⼀覧表（１１⽉⽤）

配布先 箇所数
1 全⽣連 20 610 870
2 全茶連 23 3,160 83,700
3 輸出組合 1 100 1,000
4 静岡茶業会議所 1 50 600
5 京都会議所 1 50 500
6 ⿅児島茶業会議所 1 50 500
7 三重県茶業会議所 1 50 500
8 東京茶道会(⽥中仙堂） (家元５） 1 30 500
9 全⽇本煎茶道連盟 (家元３１） 1 100 1,000
10 ⽇本茶インストラクタ―協会 41 ×15 615 ×１0０ 4,100
11 茶の⽣産県 31 ×5 155 ×５０ 1,550
12 農⽔省 1 10 300
13 農⽔省（⾷べチョク） 10 - 4,600

14 2 ×5 10 ×50 100

14 1 ×5 5 ×150 150

ー ⽇本茶業体制強化推進協議会（中央会内） 1 5 30
合計 137 5,000 100,000

リーフレットポスター（A２版）

⽇本茶業体制強化推進協議会
（会員）お茶結びプロジェクト,(株)吉村

⽇本茶業体制強化推進協議会
（会員）⽇本茶普及協会
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11 月のポスター
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11 月のリーフレット
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（（２２））日日本本茶茶オオンンラライインンママララソソンンのの実実施施  

  

１) 東京オリンピック競技大会開催期間中の 7 月 23 日〜8 月 8日のうち 15 日間、

日本を代表する 15 茶産地と世界中の事業者等をオンラインビデオ会議システム

で繋ぎ、事前に送付した 15 産地のお茶（各産地 2種、合計 30 種）を世界同時で

参加者がお茶を飲みながら意見交換を行うなど、世界に向けて日本茶及び茶産地

の多様性について、理解を深めてもらうための取組を実施した。   

 

                    開開催催ススケケジジュューールル 

 

２)メインスタジオは、宇治茶の産地・京都府和束町内の施設とし、オンライン（Zoom）

にて一回 2時間で一日 2 回（午前・午後）開催しました。時差の都合上、午前（ア

メリカ大陸向け）、午後（ヨーロッパ大陸向け）にほぼ同じ内容で実施した。参加

者は、世界中のお茶が好きな人（茶業者および消費者）で、申込者数 64 カ国 905

名、15 日間では、のべ 52,321 人（日平均 348 人）となった。 
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３）会議での言語は英語を基本とし、お茶生産者の日本語での説明、発言をメインスタ

ジオ側で英語に翻訳し、世界中の日本茶ファンとリアルタイムでつないだ。各回、

参加者側からの質問や感想はチャット（英文字）で受付け、それを司会者側が日本

語で読み上げて、生産者が答える形式で進行した。チャットによる感想、質問、意

見等は 15 日間で 11,000 件を超えた。 

 

４）また、2 時間のセッション中に 15 府県の茶産地での茶生産（主に収穫、製茶）を

撮影した映像（5 分程度）を上映するともに、特別コースの参加者が、事前に郵送

した産地のお茶(各茶産地 2 種)を生産者の指導のもと、会議当日、世界中で同時に

淹れて、味わい，感想を述べあうことができた。 

  実際の日本茶マラソン当日の様子は、ユーチューブ「日本茶ドア・チャンネル」に

掲載し、令和 3年 10 月に公開した。 

 

５）日本茶オンラインマラソンの取組の詳細は、別紙「実績報告書」のとおりである。 

  

日日本本茶茶ママララソソンンのの開開始始画画面面  

                        
                         

    生生産産者者をを交交ええててのの試試飲飲                    参参加加者者全全員員ででのの試試飲飲 
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令和３年９月２８日 

日本茶オンラインマラソン実績報告書 

 

主催者：日本茶業体制強化推進協議会   

実施者：京都府相楽郡和束町原山長ノ尾 29−1  

  一般社団法人 国際日本茶協会    

11．．事事業業概概要要  

趣 旨：東京オリンピック期間中に日本茶を世界にむけて PR する。 

期 間：2021 年 7 月 23 日〜8月 8日(オリンピック期間中)のうち 15 日間 

場 所：インターネット上（世界と日本の 15 茶産地を繋いだオンライン会議） 

出 演：15 府県の茶産地から 20 茶生産者 

参加者：世界中のお茶が好きな人（茶業者及び消費者）をインターネットで募集 

参加費：無料 

 

 

22．．事事業業内内容容  

オリンピック期間中の 15 日間、日本を代表する 15 府県の茶産地(20 茶生産者)と世界をオンライン

ビデオ会議システム(Zoom)で繋ぎ、各地で生産される個性豊かな日本茶を PR した。 

数値的な結果としては、申込者数 64 ケ国 905 名、延べ参加者数（15 日間）5232 人。 

1 日平均約 350 名の世界中の茶業者・消費者に 15 府県の茶産地を紹介できた。 

また、事前に 15 産地のお茶(各茶産地 2 種 合計 30 種類)を参加者 200 名（茶葉あり特別コース）

に送付した。当日は、生産者の指導のもと、世界中で同時にオンラインビデオ会議のなかで、参加者

はお茶を淹れて味わい、感想を出し合うことができた。 

メインスタジオは、宇治茶の産地・京都府和束町内の施設とし、メインスタジオと 15 府県 20 茶生

産者（1 日 1 府県）、世界 64 カ国からの参加者を 15 日間にわたり、オンライン(Zoom)にて 1 回 2 時
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間で 1日 2回(午前・午後)開催した。 

時差の都合上、午前(アメリカ大陸向け)、午後(ヨーロッパ大陸向け)に、ほぼ同じ内容で実施した。

オンラインビデオ会議での言語は英語を基本とし、生産者の日本語での説明・発言をメインスタジオ

側で英語に翻訳し、世界中の日本茶ファンとリアルタイムに繋がった。 

各回、参加者は 100 名以上であるため、参加者側からの質問や感想は、チャット(英文字)で受け付

け、それを司会者(メインスタジオ)側が日本語で読み上げて、生産者が答える形式で進行した。 

  また、2時間のセッション時間中に 15 府県の茶産地での茶生産(主に収穫、製茶)を撮影した映像(5

分程度)も上映した。 

 

33．．実実施施ススケケジジュューールル  

4/2～12  15 府県の茶産地での茶業者の選定 

4/12～6/15 茶産地の取材 

4/10～6/30 お茶マラソン当日の紹介用プレゼン資料、映像編集 

5/31  茶葉あり限定 200 名コース申込締め切り 

6/14  お茶マラソン当日に紹介するお茶の発送 

   （各茶産地 2 種、合計 30 種を 200 ヶ所に送付） 

6/23  プレティーパーティー(茶葉あり限定コース 200 名限定イベント) 

7/1～7/20  リハーサル 

7/23～8/8  お茶マラソン本番 2 時間×2 回(午前・午後) 

4/15～8/8  ＰＲと集客 

 

44．．紹紹介介ししたた茶茶産産地地とと生生産産者者及及びび茶茶種種  

今回、紹介した 15 府県及び 20 茶生産者は、各府県の茶生産量及び生産茶種を勘案し、個性豊かな

30 種類のお茶を選定した。30 種類のお茶は、それぞれ 1～8 グラムの一煎パックにし、各茶種 2 袋ず

つ合計 60 袋（30 種×2 袋）を茶葉あり特別コース申込者の中から選定した世界 64 ケ国 200 ヶ所に配

送した。 
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55．．申申込込みみ及及びび参参加加者者数数  

 申込者数は、64 ケ国 900 人を超え、当初目標の 1000 人には及ばなかったものの 100 日間（4/23〜

7/23）という限られた募集期間であったことを勘案すれば、十分に満足できる結果となった。また、

申込みだけで参加できなかった方も多少いたが、15日間のうち 11日以上参加された方が 8割以上とい

う結果となった。 

 参加者一人当たりの参加日数は、下記グラフのとおりである。 

 半数以上の参加者が、ほぼ毎日参加し、8 割以上の参加者が 11 日以上参加したという結果によって、

今回実施した日本茶マラソンの参加者が、日本茶に強い興味を持ってくれていることを実感すること

ができた。 

 

〇申込者数：905 人（64 ケ国） 

〇参加者数：延べ参加者数 5,232 人 1 日平均 348 人 

 

 

 

 

 

〇参加者一人当たりの参加日数 

  

15日
43%

14日
14%

13日
12%

12日
6%

11日
5%

6〜10日
14%

1〜5日
6%

参加者一人当たりの参加日数
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６６．．実実施施状状況況（（開開催催例例））  
 

〇2021 年 8 月 4日  11：00～13：00 

〇紹介産地(地域)  三重県度会町 

〇紹介茶生産者   井中森製茶（試飲：かぶせ茶、伊勢棒茶） 

 

  

  

    
               会会議議開開始始前前のの待待機機画画面面  

  

  

  

  ➡  

        会会議議開開始始  
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  ➡  

三三重重県県のの紹紹介介動動画画のの開開始始  

  

  

   ➡  

              伊伊勢勢神神宮宮                                  伊伊賀賀忍忍者者  

   

 

   ➡  

             特特産産のの伊伊勢勢海海老老                          おお茶茶のの生生産産統統計計  
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   ➡    

     伊伊勢勢茶茶ののキキャャララククタターー「「茶茶柱柱タタツツ」」              三三重重県県のの紹紹介介動動画画のの終終了了  

  

  

    ➡➡    

        中中森森製製茶茶のの説説明明動動画画のの開開始始  

  

  

   ➡➡  

              被被覆覆資資材材のの設設置置                          中中森森製製茶茶のの茶茶畑畑鳥鳥瞰瞰  
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    ➡➡    

              収収穫穫のの様様子子                                茶茶葉葉のの搬搬送送  

  

  

      ➡➡    

            収収穫穫後後のの調調製製                                  

    

    

  ➡➡    

                                                                                                                                                                          荒荒

茶茶のの完完成成  
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  ➡➡    

              荒荒茶茶のの鑑鑑定定  

                

                            

        
                            視視聴聴者者全全員員でで「「かかぶぶせせ茶茶」」をを淹淹れれてて、、試試飲飲開開始始！！  

  

  

        
                                  試試飲飲のの様様子子        
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チチャャッットトにによよるるココメメンントト、、感感想想ののややりり取取りり  

  

                
伊伊勢勢棒棒茶茶もも味味わわうう！！  

    

           
                            試試飲飲のの様様子子  
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チチャャッットトにによよるるややりり取取りり  

  

                  

  
会会議議終終了了！！  

  

  
７ 

 

７
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７７．．参参加加者者のの反反応応  

  

   

 日本茶マラソンの参加者は、すこぶる活発でZoomのチャットは、感想や質問、意見など15日間で、

合計 1万 1000 件を超えた。 

なお、15 日間のチャット件数及びチャット（抜粋）は、下記のとおりとなっており、最終日には、

特に多くの感想が寄せられ、平均の 2倍以上の 800 件を超えた。 

また、内容的には、日本茶の味や香り、製茶・生産についての感想のほか、日本茶マラソンの実施

について感謝のコメントが多数寄せられた。 

 

（１）セッション別チャット件数 

 
 

（２）チャット等でのコメント（抜粋） 

 

●お茶についての感想 

Juliette France 

Fukamushicha is delicious! The color of the brew is really beautiful 

and vibrant. I’m having it with a peach daifuku I made, to celebrate 

the summer in France. 

深蒸し茶はおいしいですね。淹れた時の色が本当に綺麗で鮮やかです。フラン

スの夏を祝うために、作った桃の大福と一緒に食べています。 

Andri Malaysia 

Both the Matcha and Fukamushicha are delicious! Hope to visit Orita-

san's farm in the future 

抹茶も深蒸し茶も美味しいですね。将来、折田さんの農園に行けるといいな 

Sherry USA 

The oolongcha is so delicious! Very vegetal and fragrant. I love it! 

ウーロン茶がとても美味しいです。非常に植物的で香りが良い。私はこれが大

好きです 

Josh Canada 

The aroma of the wakoucha leaves is crazy. so 🎄🎄Christmas-y. cookies, 

mint, clove. 

クッキー、ミント、クローブなど、クリスマスのような香りがします。 

 

Ratna Indonesia 

This Matcha is a very beautiful and delicious tea, thank you for this. 

For me it is like a very sweet milky Japanese melon with umami burst. 

この抹茶はとても美しくて美味しいお茶です、ありがとうございます。私にと

っては、甘くてミルキーな日本のメロンにうま味が加わったような感じです。 
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●製茶・生産についての感想 

Robin Germany 

That’s impressive! Many farmers work with shading to make their 

teas sweeter and less bitter.  

さすがですね。多くの農家では、お茶の甘みや苦みを抑えるために遮光

を工夫しています。 

Juliette France 

I volunteered at another Kumamoto tea farm for one of Sakaguchi-

san’s colleagues (Amano-san). I’ve been so impressed the 

dedication that these craftsmen (as in many other parts of 

Japan) are putting into their work. I was especially touched by 

the connection between the terrible Minamata events (that I 

wasn’t aware of before) and the strong desire that tea farmers 

and other farmers of the area have to promote organic and 

healthy farming. 

私は、坂口さんの同僚（天野さん）の熊本の茶畑でボランティアをしま

した。坂口さんの同僚（天野さん）の熊本の別の茶畑でボランティアを

しましたが、（日本の他の地域と同様に）これらの職人たちが仕事に打

ち込んでいることにとても感銘を受けました。特に、（今まで知らなか

った）恐ろしい水俣の事件と、茶農家をはじめとするこの地域の農家が

有機的で健康的な農業を推進したいと強く願っていることとのつながり

には感動しました。 

Vania Portugal 

it’s lovely to see all the family involved on the production 

家族全員で制作に携わっているのが素敵ですね。 

Tomoe Japan 

Hattori-san, thank you for making your effort to organic 

farming! 

服部さん、有機農業に取り組んでくれてありがとうございます。 

Mike Switzerland 

Organic farming at its best. Congratulation !! 

有機農業の醍醐味ですね。おめでとうございます。 

 

●日本茶マラソンの実施についての感想 

Julie  UK 

A truly special event - super grateful for all the work to make 

this happen, and for the delicious teas that have blown my mind 

(in a good way)! Only downside, will never enjoy average tea 

again... 

本当に特別なイベントです。このイベントを実現するために行われたす

べての作業と、私の心を（良い意味で）揺さぶる美味しい紅茶に、心か

ら感謝しています。唯一の難点は、もう二度と普通のお茶を楽しめない

ことです...。 

 

Katriina Finland 

Thank you so much for an amazing journey, so wonderful teas, so 

important tea- knowledge and so much fun. 

素晴らしい旅、素晴らしいお茶、重要なお茶の知識、そして楽しい時間

を本当にありがとうございました。 

 

Gabriella Italy 

Thank you so much for all you shared with us. We learned so 

much.It has been such a good fun!!!! Super stars 

私たちは多くのことを学びました。たくさんのことを学びました。とて

も楽しい時間でした。!!!! スーパースター 

Agata Germany 

Thank you very much for organizing this event! it was great 

experience and great opportunity to learn a lot! 

このイベントを企画してくださって、本当にありがとうございました！

素晴らしい経験と、たくさんのことを学ぶ良い機会となりました。 
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Sara Finland 

Thank you so much for this amazing event, it has been wonderful 

to learn so much and get to taste so many great teas! :) 

多くのことを学び、たくさんの素晴らしいお茶を味わうことができまし

た！この素晴らしいイベントに感謝しています。:) 

Erik Belgium 

Such an experience !! Only going to Japan in person can make me 

learn more now ! 

このような経験をすることができました。実際に日本に行ってみること

で、より多くのことを学ぶことができました。 

 

Csilla Hungary 

You did an amazing job putting it all together. congratulations! 

Thank you very much for this experience. We all shared a life 

for these two weeks! Very grateful for the opportunity. 

このイベントを成功させるために、あなたは素晴らしい仕事をしまし

た。このような経験をさせていただき、本当にありがとうございまし

た。この 2週間、みんなで人生を共有しました! この機会にとても感謝

しています。 

 

Sofie Belgium 

What a wonderful event these 15 days! Thank you so much for the 

excellent organisation! A big thank you to Simona, Matsu, Anna 

and everyone who made this Japanese tea marathon possible. So 

grateful I was able to join 🙏🙏 

この 15 日間は何と素晴らしいイベントだったことでしょう 素晴らしい

オーガナイズをしていただき、本当にありがとうございました シモー

ナさん、マツさん、アンナさん、そしてこの日本茶マラソンを実現して

くれた皆さんに心から感謝します。参加できたことにとても感謝してい

ます🙏🙏。 

辻田幸代 Japan 

15 日間、皆さん本当にお疲れ様でした！そして素晴らしい時間をありが

とうございます！ 日本茶をもっと応援できるよう、私も改めて頑張ろ

うと思います。 

Masayo 

Nishimura Japan 

日本茶マラソンに関わった皆様に、心からの感謝と共に、金メダルを差

し上げたいと思います！ 

Maureen Philippines 

This tea marathon is so special. I feel privileged and grateful 

for having attended this. Thank you so much Simona, Matsu, the 

tea producers/farmers and everyone for this opportunity to 

experience Japanese tea. 

このティーマラソンはとても特別なものです。このイベントに参加でき

たことを光栄に思い、感謝しています。シモナさん、マツさん、お茶の

生産者や農家の方々、そして日本茶を体験する機会を与えてくれた皆さ

ん、本当にありがとうございました。 

 

Audrey USA 

This was a brilliant idea - and it must have been hard to pull 

it all together. Congratulations on a very successful, very 

enjoyable event! 

これは素晴らしいアイデアでしたが、すべてをまとめ上げるのは大変だ

ったことでしょう。大成功の、とても楽しいイベントになったことを祝

福します。 

 

Martine Netherlands 

Thanks so very much! This was a great experience and even though 

we are not able to travel, this gave an opportunity to visit and 

learn. 

本当にありがとうございました。私たちは旅行に行くことができません

が、このような機会に訪れて学ぶことができ、素晴らしい経験となりま

した。 
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Sherr USA 

This was such a lot of work for you all and we appreciate 

everyone who was involved in making the Japanese Tea Marathon a 

reality and for letting us taste and learn about the tea 

regions. 

日本茶マラソンを実現するために関わってくださった皆様、そして私た

ちにお茶の産地について試飲させてくださった皆様に感謝しています。 

 

Angela USA 

I have traveled every place we visited during this marathon over 

the last 20 years. I miss Japan so much and thank you for 

allowing me to return.  

私はこの 20 年間、このマラソンで訪れたすべての場所を旅してきまし

た。日本が恋しくてたまりません。また戻ってこれるようにしてくれて

ありがとうございます。 

 

 

８８．．資資料料とと映映像像  

  
15 産地 20 茶生産者 30 茶種を紹介したプレゼン資料は、合計枚数が 500 枚を超えるため、下記リン

クからダウンロードできるようにした。 

 

また、各茶産地での収穫・製茶の様子を紹介した 20の映像とともに日本茶マラソン当日（2時間×2

回）の様子も動画共有サイト YOUTUBE にて公開している。 

 

なお、映像内に登場する参加者については、事前に了承を得た方のみ公開対象とした。 

 

（１）プレゼン資料 

https://drive.google.com/drive/folders/1RdLY3MyGiW3YvALTQmLRt2CXkObJ1GoK?usp=sharing 

 

（２）15 茶産地 20 茶生産者の紹介映像 

https://www.youtube.com/watch?v=ZXs8PvlR4Ng&list=PLqHe4NvQiqV0yUCnA0jYcFJ0cCfabfVGV&index=3

9 

 

（３）日本茶マラソン当日のオンラインセッションの映像 

https://www.youtube.com/watch?v=JFmEq14z3hA&list=PLqHe4NvQiqV0yUCnA0jYcFJ0cCfabfVGV 
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９９．．配配布布ししたた茶茶葉葉ととパパッッケケーージジ  
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

                                    以 上 
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(３) 動画コンテンツの制作 

  
   １）趣旨 

日本茶オンラインマラソンで制作した日本各地の茶産地動画を活用して、茶

産地及び日本茶の魅力を国内外に PR するため、日本を代表する「煎茶」、「抹

茶」の生産から加工までを仕上げ工程も含めて再編集し、必要に応じて、説明、

BGM、英語字幕を挿入した美しい動画コンテンツを制作した。 

 

   ２）内容 

      ①煎茶編 

・映像時間： 約 15 分 

・タイトル： Sencha 煎茶 

・構成: 

煎茶の概要、産地、品種、栽培方法、収穫方法、製茶方法（荒茶工程）、

製茶方法（仕上げ工程） 

  ・日本語ナレーション、英語字幕付き 

 

②抹茶編 

・映像時間: 約 10 分 

・タイトル: Matcha 抹茶 

・構成： 

抹茶の概要、産地、栽培方法、収穫方法、製茶方法 

   ・日本語ナレーション、英語字幕付き 

 

３）当該動画については、ユーチューブ「日本茶ドア・チャンネル」に掲載し、

令和４年 3月に公開した。 
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煎煎茶茶編編ススタターートト画画面面  

  

    

  

  

  

  

抹抹茶茶編編ススタターートト画画面面  
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（４）淹茶選手権２０２１の開催 

 
淹茶プロジェクトでは、お茶を淹れるプロフェッショナルや、伝統的な日本茶文

化としてお茶を淹れることを楽しむ人が増えてきているなかで、素晴らしい日本茶

文化を後世に残していくため、煎茶を淹れる時に、茶葉を選び、茶器を選び、淹れ

方を考えてお茶を淹れるという行為を「淹茶」と名付け、日本茶文化として、その

技術と芸術性とエンターテイメント性を確立させると同時に、特にプロフェッショ

ナル達の存在や活動をもっと世の中の人々に知ってもらい、現代のカルチャーとし

て体験を通じて確立していくことで、日本茶文化の普及及び日本茶の需要拡大に繋

げていくためのイベントを開催した。 

 

   令和３年１２月１０日 淹茶選手権福岡大会 

   令和４年 １月２２日 淹茶選手権静岡大会 

   令和４年 ２月２０日 淹茶選手権２０２１東京大会 

 

なお、取組の詳細は、以下「実績報告書」のとおりである。 
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令和４年 2月 28 日 

 

─淹茶選手権２０２１― 実績報告書 

 

主催者 日本茶業体制強化推進協議会 

実施者 淹茶選手権実行委員会事務局 

    埼玉県狭山市加佐志３６ 奥富園 

    （NPO 法人日本茶インストラクター協会 東日本ブロック長 奥富雅浩） 

 

１．事業目的  

 江戸時代に永谷宗園が煎茶を生み出して以来、リーフ茶と急須という文化が日本

国内で脈々と受け継がれてきたが、時代の変化とともに急須とリーフ茶でお茶を淹

れる文化が衰退してきた。 

淹茶プロジェクトでは、お茶を淹れるプロフェッショナルや、伝統的な日本茶文

化としてお茶を淹れることを楽しむ人が増えてきているなかで、素晴らしい日本茶

文化を後世に残していくため、煎茶を淹れる時に、茶葉を選び、茶器を選び、淹れ

方を考えてお茶を淹れるという行為を「淹茶」と名付け、日本茶文化として、その

技術と芸術性とエンターテイメント性を確立させる。 

「淹茶」は、多くの人が楽しめるものであるが、特にプロフェッショナル達の存

在や活動をもっと世の中の人々に知ってもらい、同時に現代のカルチャーとして体

験を通じて確立していくことで、日本茶文化の普及とともにリーフ茶の需要拡大に

繋げていくことを目的とする。 

 

２．事業概要 

（１）淹茶選手権２０２１ 

お茶を淹れる技術、哲学、パフォーマンスを競うイベントとして開催する。 

（淹茶２回：課題茶部門、フリースタイル茶部門に基づき実施） 

 

① 会 場：東京、静岡、福岡（予選、本選）※協賛企業による出展はコロナ感染

症の蔓延防止措置により断念 

② 審査員：福岡予選、静岡予選３名、東京本選 4 名  

③ 審査方法：審査員による技術、プレゼンテーション、味、芸術点又は魅了点に

よる審査、及び会場観客とオンライン観客による投票 

④ 出場者：福岡予選 4 名、静岡予選 5 名、東京本選 6 名(1 名コロナの影響

により欠場) 
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⑤ 観客又は来場者：数名程度～20 名程度又はオンライン配信 

   

（２）データベース 

  お茶を淹れるプロフェッショナルを紹介するウェブサイトを制作し、コミュニティ

ー形成に活用する。⇒今年度ウェブサイト(https://encha.jp/)を立ち上げたので来

年度以降順次データベースを構築していく。 

 

（３）映像コンテンツ 

  淹茶の魅力を伝えるとともにプロフェッショナル達の活動を紹介する映像コンテ

ンツを制作し、YouTube 等で発信する。⇒YouTube チャンネルを開設し、現在まで

に 3本の映像作品を作成。 

YouTube チャンネルへはウェブサイト(https://encha.jp/)からもリンクし、現在ま

でに作成した動画の総再生回数は 513 回。 

 

３．開催日程 

  予選 令和３年１２月１０日（金）福岡大会（福岡市） 

日本茶専門店 茶舗ふりゅう 

  予選 令和４年 １月２２日（土）静岡大会（牧之原市）富士山静岡空港内 

  本選 令和４年 ２月２０日（日）東京大会（大手町）３×３Lab Future 

 

４．参加者・来場者  

各会場実施状況を参照 

 

５．実施状況（結果）  

（１）福岡大会の実施状況 

   福岡大会は 2021 年 12 月 10 日に日本茶専門店茶舗ふりゅうを会場にお借りし、1

名のデモ、及び九州各地から参加した３名の淹茶を審査した。なお福岡大会は九州

予選の位置づけだが、試験開催の意味も含めており、会場の観客はスタッフと出場

者のみ、ライブ配信は行わず、後日 YouTube にて動画をアップした。 

 

① 日時：2021 年 12 月 10 日(金) 

② 会場：日本茶専門店茶舗ふりゅう 

   (福岡県福岡市中央区清川１丁目 6-9 2F) 

③ 出場者：以下 3名の出場者と 1 名のデモ淹茶を行った。 

緒方塁(つなぐ茶屋)、西田春菜(日本茶専門店朱夏)、田代亮平(日本茶専門店

茶舗ふりゅう)、佐藤千佳子(デモ、蕾の家) 
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④ 審査員：以下の三名が審査を担当した。 

奥富雅浩(奥富園園主、日本茶インストラクター協会東日本ブロック長)、正垣

克也(お茶と食事 余珀 店主、日本茶インストラクター)、小幡一樹(日本茶イン

ストラクター) 

⑤ 審査結果 

・最優秀淹茶賞：田代亮平(日本茶専門店茶舗ふりゅう) 

・優秀淹茶賞：緒方塁(つなぐ茶屋) 

⑥ スタッフ数：9名 

⑦ YouTube 配信：最優秀淹茶賞の田代亮平氏の映像を公開(延べ再生回数 440 回) 
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福岡大会 画像 

    
デモを担当した佐藤千佳子氏(蕾の家)には、他の出場者と同じように課題茶、フリースタイ

ル茶を淹茶してもらい、実際と同じように審査をした。 

    
どの出場者も茶の魅力を存分に語る様が非常に印象的だった、また茶を淹れる姿は美しく芸

術性と魅力に溢れたものだった。 

    
田代亮平氏(日本茶専門店茶舗ふりゅう)の淹茶は伝統に裏付けされながらも、新しい要素を

取り入れ魅せることを意識した魅力的なものであった。最優秀淹茶賞受賞。 

    
西田春菜氏(日本茶専門店 朱夏)の淹茶は飲む人への思いやりに溢れ、茶が人々の日常に寄

り添うものであることを感じさせてくれる温かなものであった。 
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緒方塁氏(つなぐ茶屋)の淹茶は物静かな印象とは真逆のお茶に対する情熱に溢れたものであ

った。優秀淹茶賞受賞。 

 

     
各出場者の淹茶は 3 名の審査員が審査をした。どの出場者の淹茶も魅力あふれ、また非常に

レベルの高いパフォーマンスだったため、審査は慎重に行われた。 

 
各出場者の淹れた茶は、茶を淹れる理論に裏付けされながらも、自分らしさや飲む人への思

いを込めた味わいであった。 

 

※その他 

詳細については、①淹茶選手権_九州大会要項、②審査シート課題茶部門_九州大会用、③

審査シートフリースタイル茶部門_九州大会用を作成の上実施した。 
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（２）静岡大会の実施状況 

   静岡大会は 2022 年 1 月 22 日に富士山静岡空港３階展望ホールを会場として借

り受け、静岡県内から参加した５名の淹茶を審査した。空港利用者も足を止め見

学していく姿が見られ、会場の観客は延べ 40 名ほどだった。当日は Facebook 

Live にてストリーミング配信も行った他、後日、その模様を YouTube にもアップ

し、観客投票を１月２９日まで行い１月３０日に観客賞を発表した。 

 

① 日時：2022 年 1 月 22 日(土) 

② 会場：富士山静岡空港 3 階展望ホール 

   (静岡県牧之原市坂口３３３６−４) 

③ 出場者：以下５名の出場者を審査した。 

竹野晋平(星野リゾート界遠州/日本茶インストラクター)、望月希美(煎茶道・

黄檗弘風流 総師範/茶育指導士）、ブレット・メイヤー（日本茶インストラク

ター）、神﨑悠輔（茶人）、宇野明日真（足久保ティーワークス） 

④ 審査員：以下の三名が審査を担当した。 

奥富雅浩(奥富園園主、日本茶インストラクター協会東日本ブロック長)、渥美

慶祐(茶屋すずわ店主)、小幡一樹(日本茶インストラクター) 

⑤ 審査結果 

・最優秀淹茶賞：宇野明日真(足久保ティーワークス) 

・優秀淹茶賞：神﨑悠輔(茶人) 

・観客賞：神﨑悠輔(茶人) *総投票数 103 件 

 

⑥ スタッフ数：５名 

 

⑦ YouTube 動画延べ再生回数：1,343 回(令和 4年 2/28 時点) 

 

61



静岡大会 画像 

 

静岡大会は出場者がお茶を淹れるテーブルに

ついて、大会を通じ同じ規格にするために、

福岡大会で使用したテーブルに合わせて作成

した。また会場に観客を入れた他、空港利用

者が立ち寄って見ていく場合もあった。空港

で開催する際の課題としては、アナウンスが

頻繁に流れ出場者の声が聞き取りづらいなど

があった。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹野晋平氏星野リゾート界遠州/日本茶インス

トラクター)は、普段からホテル業界で行って

いる安定した淹茶を披露してくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇野明日真氏（足久保ティーワークス）は、

コーヒー業界にいた経験を生かし、サイフォ

ンを使った和紅茶の淹れ方を披露してくれ

た。最優秀淹茶賞受賞。 
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望月希美氏(煎茶道・黄檗弘風流 総師範/茶

育指導士）は煎茶道の伝統に基づきながら、

茶でもてなすとはどうゆうことかを示してく

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

ブレット・メイヤー氏（日本茶インストラク

ター）は英語と日本語を交えながら自身の手

揉み保存会での体験を生かし、基本に忠実に

且つ丁寧に茶の淹れ方を示してくれた。 

    

 

 

 

 

 

 

 

神﨑悠輔氏(茶人)はアジアの茶文化を統合し

た独自の世界観を構築し、6000 人に茶を淹れ

てきた経験に裏付けされた淹茶を披露してく

れた。 
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優秀淹茶賞及び観客賞受賞。 

5 人それぞれに個性があり素晴らしく、審査の

難しさが際立った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他 

詳細については、④淹茶選手権＿静岡大会要項、⑤審査シート課題茶部門_静岡大会

用、⑥審査シートフリースタイル茶部門_静岡大会用を作成の上実施した。 

 

（３）東京大会の実施状況 

   東京大会は 2022年 2月 20日に 3×3Lab Futureサロンを会場にお借りし、九州、

静岡と都内から参加した５名の淹茶を審査した。新型コロナウィルス蔓延防止措置

を受け、会場は観客を入れずスタッフ及び関係者のみとした。当日は YouTube にて

ストリーミング配信を行い、即時、視聴者による観客投票も行った。 

 

① 日時：2022 年 2 月 20 日(日)  

② 会場：3×3Lab Future サロン 

   (東京都千代田区大手町１丁目１−２ 大手門タワー・ENEOS ビル 1 階) 

③ 出場者：以下５名の出場者を審査した。＊出場予定者は 6 名だったが 1 名コロ

ナの影響で欠場 

緒方塁(つなぐ茶屋)、宇野明日真（足久保ティーワークス）、神﨑悠輔（茶人）、

べったな（a drop. kuramae）、佐々木香織（a tea party alone） 

④ 審査員：以下の４名が審査を担当した。 

奥富雅浩(奥富園園主、日本茶インストラクター協会東日本ブロック長)、土井

克朗(UCC コーヒーアカデミー／ジャパンハンドドリップチャンピオンシップ

優勝者)、小幡一樹(日本茶インストラクター)、正垣克也(お茶と食事余珀店主、

日本茶インストラクター) 

⑤ 審査結果 

・最優秀淹茶賞：佐々木香織（a tea party alone） 

・優秀淹茶賞：宇野明日真（足久保ティーワークス） 

・観客賞：神﨑悠輔(茶人) *総投票数 107 件 
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⑥ スタッフ数：17 名 

⑦ YouTube 動画再生回数：2,837 回(令和 4年 2/20～2/28) 
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東京大会 画像 

 

会場となった３×３Lab Future は館長の

ご厚意で無料にて開催させていただい

た。設備も非常に整っており、また清潔

感のある会場だった。本会場となったサ

ロンは定員が 120 名ほどであったが、会

場にて当日参加した人数は 30 名ほどだっ

た。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木香織氏（a tea party alone）の淹

茶はユーモアも交えつつも実際に産地に赴

いた経験を生かし、自らの淹れる技術をさ

らに高めようとする熱意とお茶愛に満ちた

ものであった。最優秀淹茶賞受賞。 
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宇野明日真氏(足久保ティーワークス)の淹

茶は静岡大会で披露したコーヒーの技法を

取り入れた淹茶をさらにブラッシュアップ

したものであった。優秀淹茶賞受賞。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神﨑悠輔氏(茶人)の淹茶はその完成された

世界観を見せつけるものであった。短い時

間の中で課題茶の生産家に会いに行く熱意

と行動力に驚かされた。観客賞受賞。 
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緒方塁氏(つなぐ茶屋)の淹茶は 計算し洗練

された動きの美しさが際立ったものであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

べったな氏(a drop. kuramae）の淹茶は独自

の世界観を持ち、淹れ手の個性がこれほどま

でに人を惹きつけるのかと思わせるものであ

った。 
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最優秀淹茶賞に輝いた佐々木香織氏にはト

ロフィー(奥富園寄贈)が授与された。関わ

った皆が非常に楽しめた大会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他 

詳細については、⑦淹茶選手権_東京大会要項、⑧ルールブック_東京大会用、⑨

審査シート課題茶・フリースタイル茶共通_東京大会用、⑩審査シート課題茶部門_

東京大会用、⑪審査シートフリースタイル茶部門_東京大会用を作成の上実施した。 
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６．出場者・来場者の反応等 
   出場者からはイベント自体に対し高い評価を受けている。これまで茶の淹れ手が

評価される機会は皆無であり、茶を入れる技術を高めてもなかなか世に出ることが

なかった。しかし今回の淹茶選手権を受け「こういう大会を待っていた」、「もっと

早くやってほしかった」などの感想をいただいた。下記は、何名かの感想を転記。 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

企画から当日までの準備、本番、片付け等々、本当にありがとうございます。「お

茶の人」「お茶が好きな人」として、友人・知人はわたしの事を認識していました

が、どんな姿で、どんな気持ちで淹れているのかを見せられる機会がありませんで

した。（そういった機会があっても、気恥ずかしさで気持ちを伝えられなかったで

す。）選手の皆さんとは、性別・年齢・出身・経歴・お茶への携わり方が全て違いま

す。共通しているのは「お茶が好き」ということです。そして、その「好きの楽し

み方・表現の仕方」が、それぞれでかなり違い、そのどれもが素敵で素晴らしいと

改めて感じました。わたしもその楽しみ方・表現の仕方のサンプルの一つになれた

事を嬉しく思います。静岡大会が、楽しく、和やかに終えられたのは、大会実行委

員の皆様・関係者の皆様・審査員の皆様・選手の皆様・空港関係者の皆様…そして

応援してくださった皆様の心があたたかく、優しく、「お茶を楽しみたい！」のお

気持ちがあったからだと思います。そんな素敵な空間の中に居られた事、その素敵

な時間を過ごせた事を、とても嬉しく思います。長くなりましたが、心より御礼申

し上げます。本当にありがとうございます。  

静岡大会出場 望月希美氏 

 

淹茶選手権 2021 東京本選、最優秀淹茶賞を頂きました。出場するか否か悩みに

悩み出した答えは「お茶を淹れたい」ということでした。自分自身のお茶とは何な

のか本気で向き合い、積み重ねてきた日々は苦しくもありましたが挑戦するという

決断が新たな出会いを引き寄せ、新たな道が拓けたように思います。これからの自

分の行動が最優秀賞に相応しいか否かを試されているようにも思います。お茶の淹

れ方や、お茶について困っている全ての人の力になれるようにまたお茶の魅力を引

き出し、人々の思いや心まで伝えることができる淹れ手であり続けたいと思います。

そうなれるよう、日々を積み重ねて生きます。最後に淹茶選手権に関わって下さっ

た全ての皆様応援して下さっていた皆様共に戦ってくれた出場者の皆様本当にあ

りがとうございました。最幸の一日でした！    

東京本選出場 佐々木香織氏(instagram より) 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

   配信を視聴していただいた方にも概ね高評価をいただいた。やはり今までこうい

った取り組みがなかった事が大きいようだが、お茶を淹れる事は十分視聴コンテン

ツになりうる。 
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YouTube チャット欄での配信視聴者の反応    

 

 

 

 

 

 

 

東京本選で課題茶を用意していただいた京都の生産者、畑広大氏からは「楽しくて楽

しくてこれも日本茶の 1 つの、これからの可能性を感じた気がします。(中略)オンライ

ンにいながらそれがまさに 5人それぞれのところへ赴き、お茶を楽しんでいるようなそ

んな錯覚を起こさせるほど 5 人の方の魅せ方に感動いたしました。」といった感想をい

ただいた。 

また何名かの方には「ぜひ出てみたい。どうやったら出られるのか」などの問い合わ

せもあった。 
 

7．その他 
情報の拡散と保存のために以下を開設し活用した。 

ウェブサイト：https://encha.jp/ 一般社団法人淹茶計画 

Facebook ページ：https://www.facebook.com/enchakeikaku/ 

Instagram アカウント：https://www.instagram.com/enchakeikaku/ 

YouTube チャンネル：https://www.youtube.com/channel/UCM92J4pdtgjKb2_iifL77FA 
 

 

Twitter 上での反応例 
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３３．．需需要要・・消消費費動動向向等等調調査査のの実実施施ににつついいてて  
  

（１） 茶業界におけるデジタル化実態把握調査 
コロナ禍のなか、オンラインを活用した情報発信や通販の利用など、デジタル化へ

の対応の必要性が高まっているが、業態や事業者によってはデジタル化の取組に格差

が生じており、茶業界のデジタル利用の遅れが指摘されていることから、今後のデジ

タル化の推進に繋げる基礎データとして活用するため、茶業界のＨP・ＳNS 利用やＥ

C 取引等のデジタル化の現状について実態調査を行った。 

 

調査は、お茶事業者(3,008 件)を対象にして、ＨＰ解析又は、電話による聞き取り

を行い、デジタル化についての認識や、今後の展望について取りまとめた。 

    

  なお、調査の詳細は、以下「実態把握調査報告書」のとおりである。 
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茶
業
界
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
実
態
把
握
調
査
＜
御
報
告
書
＞

株
式
会
社
富
士
経
済

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
部

〒
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
網
町

番
号

日
本
橋
ビ
ル

： ：

令
和

年
月

日
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１
．
調
査
概
要

2

⚫
日
本
茶
を
リ
ー
フ
で
味
わ
う
機
会
が
減
少
し
、
日
本
茶
文
化
の
継
承
を
阻
害
す
る
要
因
の
一
つ
と
な
る
一
方
で
、
和
食
が
ユ
ネ

ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
世
界
的
に
日
本
茶
文
化
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
以
来
の
世
界
的
な
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
人
々
の
活
動
自
粛
、
行
動
変
容
が
強
い
ら
れ
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
情
報
発
信
、

通
販
の
利
用
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

⚫
緑
茶
の
購
入
先
に
関
し
て
も
、
調
査
結
果
か
ら
茶
専
門
店
か
ら
の
購
入
が
減
少
し
、
通
信
販
売
が
大
き
く
増
加
し
て
い
る
実
態

が
読
み
取
れ
る
。
（
「
平
成

年
度

食
料
品
消
費
モ
ニ
タ
ー
第

回
定
期
調
査
結
果
」
（
農
林
水
産
省
）
、
「
緑
茶
の
飲
用
に

関
す
る
意
識
・
意
向
調
査
結
果
」
（
令
和

年
・
農
林
水
産
省
）
よ
り
）

⚫
し
か
し
な
が
ら
、
業
態
や
事
業
者
に
よ
っ
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
茶
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
利
用

の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

⚫
そ
こ
で
本
調
査
で
は
、
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
繋
げ
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
、
茶
業
界
の

、
利
用
や

取
引
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
の
実
態
調
査
を
行
う
。

調
査
背
景
・
目
的

調
査
内
容

•茶
業
界
の

整
備
、

活
用
、

取
組

等
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
等
を
公
開
情
報
か
ら

調
査
・
分
析
し
、
取
り
纏
め
る
。

調
査
手
法

•本
調
査
に
お
け
る
調
査
項
目
は
、
原
則
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
が
可
能
な
公
開
情
報
に

基
づ
く
も
の
と
す
る
。

•デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
意
向
に
関
し
て
は
、

電
話
調
査
に
よ
る
回
答
に
基
づ
く
も
の
と
す

る
。

実
施
期
間

•令
和

年
月
～

月

実
施
者

•
株

富
士
経
済
専
門
調
査
員

名
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２
．
調
査
設
計

3

⚫
飲
食
、
生
産
・
加
工
、
販
売
、
教
室
・
体
験
の
開
催
な
ど
日
本
茶
と
関
連
性
の
高

い
事
業
を
専
門
と
す
る
企
業
を
対
象
と
し
た
。

⚫
対
象
事
業
者
は
、
茶
業
関
連
の
各
組
合
会
員
リ
ス
ト
（
公
開
情
報
）
、
各
種
企
業

検
索
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、

iタ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
（

N
TT

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
）
等
を
ベ
ー
ス
に

都
道
府
県
別
に
抽
出
し
、
総
計
約

3,
00

0事
業
者
の
基
礎
情
報
及
び
デ
ジ
タ
ル
対

応
の
実
態
を
リ
ス
ト
化
し
た
。

⚫
調
査
項
目
は
、
原
則
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
に
て
確
認
可
能
な
公
開
情
報
に
基

づ
く
も
の
と
し
た
。

１
）
対
象
事
業
者
の
基
礎
情
報
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態

基
礎
情
報
・
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
に
関
す
る
調
査
項
目

．
日
本
茶
業
中
央
会
リ
ス
ト

既
存
リ
ス
ト
と
の
照
合

．
－

．
エ
リ
ア

都
道
府
県

．
事
業
者
名

－

．
住
所

郵
便
番
号

住
所

．
電
話
番
号

－
．

番
号

－
．
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

－
．

の
開
設
状
況

公
式
サ
イ
ト

．
の
取
り
組
み
状
況

そ
の
他

．
業
態
区
分

飲
食

小
売
販
売

体
験

製
造
・
加
工

生
産

卸
販
売

そ
の
他

．
事
業
説
明

－

．
通
信
販
売
の
対
応
状
況

自
社

電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ
グ

手
紙

そ
の
他

．
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向

架
電
状
況

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

２
）
対
象
事
業
者
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向

⚫
１
）
調
査
に
よ
り
選
定
及
び
リ
ス
ト
化
し
た
事
業
者
の
う
ち
、
茶
業
関
連
の
各
組

合
に
所
属
す
る
事
業
者
を
中
心
に
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
つ
い
て
電
話
に

よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

⚫
電
話
ヒ
ア
リ
ン
グ
は

20
21
年

5月
25
日
～

6月
25
日
の
期
間
に
実
施
し
、
調
査
へ

の
協
力
に
つ
い
て
了
承
を
得
ら
れ
た
事
業
者
に
対
し
実
施
し
た
。
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３
．

調
査

結
果

概
要

リ
ス
ト
概
要

事
業
者
数

対
象

事
業

者
リ

ス
ト

組
合

既
存

リ
ス

ト

新
規

掲
載

リ
ス

ト

都
道
府
県

事
業
者
数

構
成
比

％
北

海
道

青
森

岩
手

宮
城

秋
田

山
形

福
島

茨
城

栃
木

群
馬

埼
玉

千
葉

東
京

神
奈

川
新

潟
富

山
石

川
福

井
山

梨
長

野
岐

阜
静

岡
愛

知
三

重

4

※
 構

成
比

は
総

リ
ス

ト
数

に
対

す
る

比
率

。
事

業
者

で
複

数
業

態
を

展
開

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

た
め

、
業

態
区

分
別

の
事

業
者

件
数

の
合

計
は

、
総

計
と

一
致

し
な

い
。

※
 業

態
区

分
・

そ
の

他
の

事
例

：
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

、
宿

泊
、

足
湯

、
貸

し
茶

室
、

茶
室

レ
ン

タ
ル

、
輸

出
、

輸
入

、
な

ど
。

業
態
区
分

事
業
者
数
※

構
成
比

％
)※

飲
食

小
売

販
売

体
験

製
造

・
加

工
生

産
卸

販
売

そ
の

他
総

計

＜
対

象
事

業
者

の
基

礎
情

報
・

デ
ジ

タ
ル

化
の

実
態

＞

＜
業

態
区

分
別

＞
（

重
複

あ
り

）

＜
都

道
府

県
別

＞
都
道
府
県

事
業
者
数

構
成
比

％
滋

賀
京

都
大

阪
兵

庫
奈

良
和

歌
山

鳥
取

島
根

岡
山

広
島

山
口

徳
島

香
川

愛
媛

高
知

福
岡

佐
賀

長
崎

熊
本

大
分

宮
崎

鹿
児

島
沖

縄
総

計
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．
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態
・
調
査
結
果
概
要
＜

の
開
設
状
況
＞

5

＜
の
開
設
有
無
＞

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

＜
業
態
区
分
別

開
設
状
況
＞

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

１
飲
食

２
）
小
売
販
売

３
）
体
験

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

無

有

４
製
造
・
加
工

５
生
産

６
）
卸
販
売

⚫
対
象
事
業
者
の

開
設
有
無
の
比
率
は
、
お
お
よ
そ
半
々
で
あ
っ
た
。

⚫
業
態
区
分
別
で
は
、
飲
食
、
体
験
、
製
造
・
加
工
、
生
産
に
お
い
て
、

開
設
有
の
比
率
が

％
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
飲
食
、
体
験
に
つ
い
て
は
、
業
態
の
性
質
上
、
消
費
者
と
ダ

イ
レ
ク
ト
に
繋
が
り
、
ダ
イ
ク
レ
ト
に
広
告
宣
伝
す
る
こ
と
で
来
店
を
促
す
こ
と
が
必
須
で
あ
る
た
め
、

開
設
比
率
が
高
い
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⚫
一
方
、
製
造
・
加
工
、
生
産
に
つ
い
て
は
、
一
般
消
費
者
と
ダ
イ
レ
ク
ト
な
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
が
必
須
の
業
態
と
は
言
え
な
い
が
、
生
産
か
ら
製
造
・
加
工
、
飲
食
、
小
売
販
売
ま
で
幅
広

く
手
掛
け
る
企
業
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
よ
る
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
製
造
・
加
工
、
生
産
の
み
を
業
態
と
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
本
調
査
設
計
上
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

可
能
な
公
開
情
報
を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、

を
開
設
し
自
社
事
業
を
広
く

す
る
事
業
者
が
、
「
調
査
対
象
者
リ
ス
ト
」
に
多
く
存
在
す
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。

※
業
態
は
、

事
業
者

業
態
で
は
な
く
、
複
数
業
態
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
業
態
ご
と
の
合
計
は
、
対
象
事
業
者
総
数
と
一
致
し
な
い
。
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５
．

デ
ジ

タ
ル

化
の

実
態

・
調

査
結

果
概

要
＜

の
取

り
組

み
状

況
（

ト
ー

タ
ル

）
＞

6

＜
利

用
状

況
＞

事
業
者
数

構
成
比

％
)※

そ
の

他 総
計

有

無

※
 構

成
比

は
総

事
業

者
数

に
対

す
る

比
率

。
事

業
者

で
複

数
を

活
用

し
て

い
る

ケ
ー

ス
が

あ
る

た
め

、
取

り
組

み
事

業
者

数
の

合
計

は
、

総
計

と
一

致
し

な
い

。

利
用
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

有 無

合
計

＜
主

要
の

取
り

組
み

状
況

＞

そ
の

他

＜
そ

の
他

の
取

り
組

み
状

況
＞

（
そ
の
他
の
概
要
）

事
業
者
数

ブ
ロ

グ

ブ
ロ

グ
、

は
て

な
ブ

ッ
ク

マ
ー

ク
、

自
社

メ
デ

ィ
ア

「
ニ

ュ
ー

タ
イ

ト
ル

」
、

、
コ

ラ
ム

総
計

⚫
の

利
用

状
況

は
、

有
が

約
割

と
な

り
、

開
設

有
の

約
割

よ
り

も
低

い
結

果
と

な
っ

た
。

⚫
電

話
取

材
に

応
じ

た
事

業
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

利
用

な
し

の
理

由
と

し
て

、
や

り
方

が
分

か
ら

な
い

、
更

新
が

面
倒

で
あ

る
、

と
い

っ
た

こ
と

が
理

由
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

た
。

⚫
の

中
で

も
、

、
の

利
用

率
が

そ
の

他
の

や
に

比
べ

て
高

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

⚫
電

話
取

材
に

応
じ

た
事

業
者

へ
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
で

は
、

画
像

や
動

画
、

通
販

サ
イ

ト
へ

の
誘

因
の

し
や

す
さ

が
、

の
利

用
理

由
と

し
て

挙
げ

ら
れ

て
い

た
。
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６
．
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態
・
調
査
結
果
概
要
＜

の
取
り
組
み
状
況
（
組
み
合
わ
せ
別
）
＞

7

＜
組
み
合
わ
せ
別
活
用
状
況
＞

開
設
有
無

通
信
販
売
有
無

活
用
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無

無
有 無

小
計

有
有 無

小
計

合
計

有

無
有 無

小
計

有
有 無

小
計

合
計

総
計

＜
開
設
有
無
、
通
信
販
売
有
無
別

活
用
状
況
＞

組
み
合
わ
せ
別

事
業
者
数

の
み

、

・
・

の
み

・ の
み

・
・

・

・

の
み

・
・

・ ・
・

・ ・
・

・

⚫
利
用
の
組
み
合
わ
せ
パ
タ
ー
ン
で
は
、

の
み
が
最
も
多
く
、
次
い
で
、

最
も
利
用
の
多
い

に
加
え
て

、
を
利
用
す
る
事
業

者
が
多
か
っ
た
。

⚫
開
設
の
有
無
と
、
通
信
販
売
の
有
無
別

に
み
た

活
用
状
況
の
比
較
で
は
、

開
設
も
あ
り
、
通
信
販
売
に
も
対
応
が
あ
る

事
業
者
に
よ
る

の
活
用
が
最
も
多
か
っ

た
。

⚫
し
か
し

の
開
設
が
あ
っ
て
通
信
販
売
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
で
は
、

の
活
用
が

な
い
事
業
者
の
方
が
比
較
的
多
い
。
こ
れ
は

飲
食
店
で
は
、

で
の
情
報
発
信
に
積
極

的
で
あ
っ
て
も
、
通
信
販
売
を
行
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
が
理
由
と
し
て
考
え

ら
れ
る
。
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７
．
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態
・
調
査
結
果
概
要
＜
通
信
販
売
の
対
応
状
況
（
ト
ー
タ
ル
）
＞

8

＜
通
信
販
売
の
対
応
有
無
＞

無

有対
応
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

総
計

⚫
通
信
販
売
の
対
応
状
況
は
、
有
り
が
約
４
割
強
と
な
り
、
通
信
販
売
へ
の
対
応
が
な
い
６
割
弱
に
比
べ
低
い
結
果
と
な
っ
た
。

⚫
業
態
区
分
別
で
は
、
飲
食
、
体
験
、
製
造
・
加
工
、
生
産
に
お
い
て
、
通
信
販
売
の
対
応
有
の
比
率
が

％
よ
り
も
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
当
該
項
目
の
傾
向
は
、

開
設
状
況
と
類
似
す
る

も
の
で
あ
り
、
飲
食
、
体
験
に
つ
い
て
は
、
業
態
の
性
質
上
、
消
費
者
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
繋
が
り
来
店
を
促
す
だ
け
で
な
く
、
来
店
し
な
く
て
も
商
品
を
購
入
で
き
る
仕
組
み
を
作
り
、
顧
客
獲

得
へ
の
施
策
に
積
極
的
で
あ
る
た
め
と
推
測
さ
れ
る
。

⚫
一
方
、
製
造
・
加
工
や
生
産
は
、
生
産
か
ら
製
造
・
加
工
、
飲
食
、
小
売
販
売
ま
で
幅
広
く
手
掛
け
る
企
業
も
多
く
、
小
売
店
を
通
さ
な
い
直
接
販
売
と
い
っ
た
経
済
性
や
、
産
地
直
送
と
い
っ

た
特
別
感
を
演
出
す
る
こ
と
で
、
自
社
、
自
園
・
産
地
の
魅
力
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
顧
客
作
り
に
繋
げ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

＜
業
態
区
分
別
通
信
販
売
の
対
応
状
況
＞

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

１
飲
食

２
）
小
売
販
売

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

開
設
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無 有

合
計

４
製
造
・
加
工

５
生
産

６
）
卸
販
売

※
業
態
は
、

事
業
者

業
態
で
は
な
く
、
複
数
業
態
を
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

３
）
体
験

80



８
．
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
態
・
調
査
結
果
概
要
＜
通
信
販
売
の
対
応
状
況
（
種
類
別
）
＞

9

通
信
販
売
の
種
類

事
業
者
数

通
信
販
売

自
社

、
通
信
販
売

電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ
グ

手
紙

、
そ
の
他
通
販
に
対
応

通
信
販
売

自
社

、
通
信
販
売

電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ
グ

手
紙

に
対
応

通
信
販
売

自
社

、
そ
の
他
通
販
に
対
応

通
信
販
売

自
社

の
み
対
応

通
信
販
売

電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ
グ

手
紙

、
そ
の
他
通
販
に
対
応

通
信
販
売

電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ
グ

手
紙

の
み
対
応

そ
の
他
通
販
の
み
対
応

※
通
信
販
売
・
そ
の
他
の
事
例
：

、
楽
天
、

、
、

モ
ー
ル
、
他

＜
種
類
別
通
信
販
売
の
対
応
状
況
＞ 自
社

へ
の
対
応
有

自
社

へ
の
対
応
無

⚫
種
類
別
の
通
信
販
売
へ
の
対
応
状
況
は
、

自
社

に
対
応
す
る
事
業
者
が
約
７

割
と
多
い
結
果
と
な
っ
た
。
（
上
記
表

よ
り
集
計
：

事
業
者
）

⚫
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
難
し

い
高
齢
者
が
主
な
顧
客
層
と
な
る
こ
と

か
ら
、
電
話

メ
ー
ル

カ
タ
ロ

グ
手
紙
と
い
っ
た
媒
体
か
ら
の
注
文

に
も
対
応
す
る
事
業
者
が
多
い
傾
向
が

み
ら
れ
た
。

通
信
販
売
対
応

有
無

開
設
有
無

活
用
有
無

事
業
者
数

構
成
比

％

無

無
有 無

小
計

有
有 無

小
計

合
計

有

無
有 無

小
計

有
有 無

小
計

合
計

総
計

＜
開
設
有
無
、
通
信
販
売
有
無
別

活
用
状
況
＞
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９
．
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
調
査
の
概
要

10

電
話
調
査
の
概
要
事
業
者
数

事
業
者
数

電
話
調
査
件
数

有
効
回
答
件
数

無
効
回
答
件
数

架
電
不
通
（
電
話
に
出
な
い
）

担
当
者
・
責
任
者
が
不
在

回
答
拒
否
・
協
力
不
可

（
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
自
体
へ
の
協
力
を
拒
否
）

（
組
合
か
ら
の
調
査
に
関
す
る
案
内
連
絡
が
な
い
た
め
回
答
拒
否
）

（
多
忙
の
た
め
協
力
・
対
応
不
可
）

（
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
書
希
望
）

（
組
合
脱
退
の
た
め
回
答
拒
否
）

連
絡
不
可
（
電
話
番
号
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
）

＜
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
関
す
る
電
話
調
査
の
概
要
＞

有
効
回
答
件
数

無
効
回
答
件
数

⚫
電
話
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
は
、

20
21
年

5月
25
日
～

6月
25
日
の
期
間
に
実
施
し
、
調
査
へ
の
協
力
に
つ
い
て
了
承
を
得
ら
れ
た
事
業
者

32
5件

の
回
答
を
集
計
し
た
。

⚫
電
話
総
数

件
に
対
し
、
有
効
回
答
は

割
弱
、
電
話
に
出
な
い
ケ
ー
ス
や
回
答
の
で
き
る
担
当
者
・
責
任
者
が
不
在
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
、
ま
た
多
忙
な
ど
の
理
由
に
よ
る
回
答
拒
否
・

協
力
拒
否
に
よ
る
無
効
回
答
は
約

割
で
あ
っ
た
。

⚫
今
回
の
調
査
で
は
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
つ
い
て
、
（
１
）
「

の
開
設
」
、
（
２
）
「

の
活
用
」
、
（
３
）
「
通
信
販
売
へ
の
対
応
」
、
（
４
）
そ
の
他
（
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
活

用
、
な
ど
）
と
定
義
し
、
（
１
）
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
、
（
２
）
現
状
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
に
関
す
る
理
由
、
（
３
）
今
後
の
デ
ジ
タ
ル
利
用
予
定
・
方
針
な
ど
、
に
つ
い
て
質
問
を

行
っ
た
。
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11

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

※
現
状
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
無
し 総

計

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、

進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、

進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ

タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

＜
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
＞

⚫
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
関
す
る
電
話
調
査
の
結
果
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
対
す
る
基
本
姿
勢
と
し
て
は
、
す
で
に
「

の
開
設
」
や
「

の
活
用
」
、
「
通
信
販
売
へ
の
対
応
」
、
そ
の
他
（
デ
ジ
タ

ル
広
告
の
活
用
、
な
ど
）
を
行
っ
て
お
り
、
デ
ジ
タ
ル
活
用
の
必
要
性
を
感
じ
、
今
後
も
積
極
的
、
継
続
的
に
活
用
し
て
い
く
考
え
を
持
つ
事
業
者
（
①
に
該
当
）
が
最
も
多
か
っ
た
。

⚫
次
い
で
多
く
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
が
「
⑤

進
め
る
意
向
は
な
い
」
で
、
現
時
点
で
「

の
開
設
」
や
「

の
活
用
」
、
「
通
信
販
売
へ
の
対
応
」
、
そ
の
他
（
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
活
用
、
な
ど
）
な
ど
の

現
在
デ
ジ
タ
ル
活
用
が
な
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
、
ま
た
今
後
も
利
活
用
し
て
い
く
考
え
は
な
い
と
す
る
事
業
者
が
多
い
結
果
と
な
っ
た
。

⚫
ま
た
「
⑤

進
め
る
意
向
は
な
い
」

と
同
じ
く
ら
い
件
数
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
は
、
「
④

対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い
」
と
す
る
意
向
で
、
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
講
じ
て
み
た
も
の
の
、

効
果
を
感
じ
な
い
、
手
間
が
掛
か
る
だ
け
で
あ
る
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

１
０
．
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
関
す
る
調
査
結
果
＜
ト
ー
タ
ル
＞
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12

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

＜
業
態
別
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
＞

１
１
．
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
関
す
る
調
査
結
果
＜
業
態
別
＞

１
飲
食

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

）
小
売
販
売 デ

ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

３
体
験

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

４
）
製
造
・
加
工

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

５
生
産

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％
①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

総
計

６
卸
販
売
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13

開
設
有
無

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％

無

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

小
計

＜
開
設
有
無
別
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
＞

１
２
．
「
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
」
に
関
す
る
調
査
結
果
＜

開
設
有
無
別
・

活
用
有
無
別
＞

＜
活
用
有
無
別
・
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
＞

開
設
有
無

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％

有

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

小
計

活
用
有
無

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％

無

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

小
計

活
用
有
無

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢

事
業
者
数

構
成
比

％

有

①
対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）

②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り

③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る

④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い

⑤
進
め
る
意
向
は
な
い

小
計

⚫
H

Pの
開
設
有
無
別
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
意
向
は
、

H
P開

設
が
な
い
場
合
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
関
し
て
進
め
る
意
向
が
な
い
と
回
答
す
る
事
業
者
が
多
く
、

H
P開

設
が
あ
る
ケ
ー
ス
は
す

で
に
対
応
済
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
を
進
め
て
い
く
意
向
の
事
業
者
が
多
か
っ
た
。

⚫
の
活
用
有
無
別
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
意
向
も
、

SN
S活

用
が
な
い
場
合
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
に
関
し
て
進
め
る
意
向
が
な
い
と
回
答
す
る
事
業
者
が
多
く
、

SN
S活

用
が
あ
る
ケ
ー
ス
は

す
で
に
対
応
済
で
あ
り
、
今
後
も
積
極
的
に
活
用
を
進
め
て
い
く
意
向
の
事
業
者
が
多
か
っ
た
。

⚫
し
か
し
一
方
で
、

の
開
設
が
あ
る
場
合
、

活
用
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
も
、
「
④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い
」
と
す
る
事
業
者
も
み
ら
れ
た
。
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14

１
３
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
状
況
、
活
用
・
未
活
用
理
由
、
今
後
の
意
向

（
①

対
応
済
（
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い
）
）

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
・
理
由

（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

＜
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
理
由
＞

⚫
経
由
で
注
文
が
増
え
た
。

⚫
若
い
人
が
入
っ
て
き
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
化
は
会
社
（
メ
ー
カ
ー
）
を
知
っ
て
い
る
人
に
は
有
効
。

⚫
ほ
ぼ
無
料
で
宣
伝
が
で
き
る
。

⚫
は
簡
単
で
ラ
イ
ブ
配
信
、
シ
ョ
ッ
プ
へ
送
客
も
で
き
る
。

＜
課
題
＞

⚫
作
成
や
広
告
を
委
託
し
た
場
合
の
コ
ス
ト
、
自
社
で
運
営
す
る
場
合
に
手
間
が
掛
か
る
。

⚫
更
新
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⚫
情
報
の
ネ
タ
が
な
い
。
居
酒
屋
の
よ
う
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
新
商
品
が
な
い
。

⚫
会
社
（
メ
ー
カ
ー
）
を
知
ら
な
い
新
規
の
人
の
集
客
に
は
難
し
い
。

⚫
運
用
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

⚫
リ
ソ
ー
ス
の
分
散
に
よ
る
優
先
順
位
の
問
題
で
デ
ジ
タ
ル
に
振
り
分
け
ら
れ
な
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
広
告
の
効
果
は
い
ち
ま
ち
。

⚫
に
あ
ま
り
に
も
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
よ
く
な
い
。
一
番
重
要
な
の
は
良
い
お
茶
を
提
供
す
る

こ
と
。

⚫
の
設
置
自
体
は
簡
単
な
の
で
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
は
可
能
だ
が
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
増
え
な

い
。

＜
予
定
・
意
向
＞

⚫
今
後
も
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
化
は
商
売
に
お
い
て

％
有
効
で
は
な
い
が
、

％
で
も
有
効
な
ら
重
要
。

＜
そ
の
他
・
意
見
＞

⚫
お
茶
業
界
に
と
っ
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
要
。
家
族
経
営
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
企
業
と
な
っ

た
ら
欠
か
せ
な
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
化
と
い
っ
て
も

が
あ
っ
て
も
見
る
消
費
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

な
ど
分
か
り
や
す
い

動
画
の
活
用
が
重
要
。

⚫
海
外
対
応
と
し
て
、
日
本
向
け
で
作
っ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
海
外
需
要
に
対
応
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
そ

う
い
っ
た
こ
と
も
重
要
。
海
外
基
準
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ど
。
最
低
限
お
茶
を
飲
む
文
化
の
あ
る
言
語
へ
の
対
応

は
必
要
。

⚫
茶
業
界
の
活
性
化
に
は
、
も
っ
と
権
威
あ
る
人
か
ら
の
情
報
発
信
が
重
要
。
一
企
業
で
は
限
界
が
あ
る
。

⚫
お
茶
業
界
（
リ
ー
フ
）
だ
け
で
な
く
、
急
須
な
ど
の
ツ
ー
ル
と
も
一
緒
に
な
っ
て
盛
り
立
て
て
行
く
必
要
も
あ
る
。

⚫
茶
業
界
は
ユ
ー
ザ
ー
が
高
齢
者
の
場
合
が
多
い
た
め
、
進
み
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
若
い
人
に
向
け
て
発
信

し
て
い
く
こ
と
、
急
須
に
入
れ
て
飲
用
す
る
こ
と
が
進
む
よ
う
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
く
こ
と
が
大
切
。
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15

１
４
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
状
況
、
活
用
・
未
活
用
理
由
、
今
後
の
意
向

（
②
対
応
し
て
い
る
が
不
十
分
、
進
め
た
い
意
向
あ
り
）

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
・
理
由

（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

＜
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
理
由
＞

⚫
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
に
は
前
向
き
。

⚫
忙
し
い
の
で

な
ど
一
部

の
み
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
広
告
を
や
っ
て
い
て
、
グ
ー
グ
ル
が
反
応
が
良
い
。

⚫
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
設
立
し
た
が
、
更
新
頻
度
は
高
く
な
い
し
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
あ
ま
り
い
な

い
。

⚫
子
ど
も
な
ど
家
族
に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

＜
課
題
＞

⚫
集
客
に
は
効
果
は
あ
る
と
思
う
が
、
あ
ま
り
や
れ
る
こ
と
が
な
い
。

⚫
忙
し
く
て
更
新
し
て
い
な
い
。
人
手
が
足
り
て
い
な
い
。

⚫
は
精
通
し
た
者
が
い
な
い
の
で
や
っ
て
い
な
い
。

⚫
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
は
思
っ
て
い
る
が
、
歳
な
の
で
面
倒
く
さ
い
。
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
。

⚫
取
引
先
も
減
っ
て
い
て
資
金
面
で
も
進
ま
な
い
。

⚫
商
工
会
議
所
で
も
サ
ポ
ー
ト
は
あ
る
が
こ
ち
ら
も
費
用
が
掛
か
る
。

⚫
も
自
分
で
開
設
出
来
れ
ば
よ
い
が
分
か
ら
な
い
。
落
ち
着
い
て
他
社
の

を
見
て
勉
強
す
る
時
間

も
な
い
。

＜
予
定
・
意
向
＞

⚫
活
用
を
進
め
て
い
く
意
向
。

⚫
時
間
が
で
き
た
ら
準
備
し
て
い
く
。

⚫
前
向
き
に
検
討
し
て
い
る
が
、
費
用
が
か
か
る
。

⚫
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を
開
設
す
る
に
し
て
も
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の
問
題
な
ど
が
あ
る
。
予
算
の
都
合
が
つ
け
ば
や

り
た
い
。

⚫
産
地
で
は
な
く
、
地
域
で
買
っ
て
も
ら
う
こ
と
の
方
が
重
要
だ
と
思
う
の
で
通
販
は
考
え
て
い
な
い
。

⚫
飲
食
業
態
は

は
有
効
で
、
や
っ
て
い
く
予
定
。

⚫
先
々
は
必
要
だ
と
思
う
の
で
勉
強
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
。
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16

１
５
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
状
況
、
活
用
・
未
活
用
理
由
、
今
後
の
意
向

（
③
対
応
し
て
い
な
い
が
、
進
め
た
い
意
向
は
あ
る
）

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
・
理
由

（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

＜
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
理
由
＞

⚫
何
も
や
っ
て
い
な
い
が
、
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
や
り
た
い
と
は
思
う
。
前
向
き
に
検
討
は
し
て
い

る
。

⚫
ネ
ッ
ト
通
販
も
以
前
は
実
施
し
て
い
た
が
、
注
文
が
来
な
い
の
で
や
め
て
し
ま
っ
た
。

⚫
何
も
や
っ
て
い
な
い
が
、
お
客
さ
ん
が
自
主
的
に

な
ど
で
広
告
し
て
く
れ
た
ら
い
い
。

⚫
何
も
や
っ
て
は
い
な
い
が
、
勉
強
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

＜
課
題
＞

⚫
費
用
が
掛
か
る
こ
と
、
安
全
面
で
の
問
題
が
懸
念
事
項
。

⚫
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。

⚫
の
利
用
は
な
し
。
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
は
思
う
が
、

に
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
。

⚫
コ
ス
ト
や
ス
キ
ル
が
必
要
な
の
で
高
齢
者
に
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

＜
予
定
・
意
向
＞

⚫
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
。

⚫
今
後
は
今
の
と
こ
ろ
は
や
る
予
定
は
な
い
。
し
か
し
関
心
は
あ
る
し
や
っ
て
み
た
い
と
は
思
う
。

＜
そ
の
他
・
意
見
＞

⚫
助
成
な
ど
が
あ
れ
ば
よ
い
が
、
手
続
き
が
煩
雑
で
あ
っ
た
り
、
継
続
的
な
活
動
報
告
な
ど
が
あ
る
と
大
変
で
あ
る
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
活
用
は
や
り
た
い
方
向
で
は
あ
る
が
、
や
り
方
な
ど
も
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
進
み
や
す
い
。
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17

１
６
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
状
況
、
活
用
・
未
活
用
理
由
、
今
後
の
意
向

（
④
対
応
し
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
重
視
し
て
い
な
い
）

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
・
理
由

（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

＜
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
理
由
＞

⚫
現
状
や
っ
て
い
る
以
上
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
意
向
は
な
い
。

⚫
広
告
効
果
は
い
ち
ま
ち
。

に
つ
い
て
は
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
い
。
集
客
に
結
び
つ
か
な
い

印
象
。

⚫
は
ア
カ
ウ
ン
ト
は
あ
る
が
、
活
用
は
で
き
て
い
な
い
。

⚫
は
以
前
や
っ
て
い
た
が
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
て
止
め
て
し
ま
っ
た
。

⚫
顧
客
が
決
ま
り
切
っ
て
い
る
た
め
、

を
使
用
す
る
の
で
は
な
く
、
は
が
き
や

で
対
応
し
て

い
る
。

⚫
今
い
る
お
客
様
で
ち
ょ
う
ど
よ
い
。
こ
れ
以
上
は
対
応
が
難
し
い
。

＜
課
題
＞

⚫
東
京
で
は
難
し
い
。
や
っ
て
も
強
い
産
地
の
方
へ
取
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
、
効
果
的
で
な
い
。

⚫
お
茶
は
、
見
て
、
飲
ん
で
、
味
わ
っ
て
、
こ
れ
が
良
い
と
購
入
す
る
も
の
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
だ
け
の

だ
け
で
は
難
し
い
。

⚫
今
の
お
客
様
は
数
品
購
入
し
て
味
を
比
較
す
る
よ
う
な
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。
デ
パ
ー
ト
な
ど
店
頭

で
試
飲
し
て
、
こ
れ
が
き
か
っ
け
で
購
入
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
多
い
。

⚫
専
属
で
ネ
ッ
ト
担
当
な
ど
が
い
れ
ば
よ
い
が
、
人
手
が
足
り
ず
難
し
い
。

⚫
顔
が
見
え
な
い
。

⚫
や

は
委
託
す
る
と
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
は
詳
し
い
が
、
お
茶
に
詳
し
く
な
い
の
で
内
容
が

不
十
分
。
だ
が
自
分
で
作
ろ
う
と
す
る
と
手
間
が
か
か
る
。

＜
予
定
・
意
向
＞

⚫
特
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
よ
う
と
い
う
積
極
的
な
意
向
で
は
な
い
。

⚫
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
ま
り
重
視
す
る
意
向
は
な
い
。

⚫
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
方
向
に
は
な
い
。

⚫
家
族

人
で
や
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
上
は
手
が
回
ら
な
い
。

⚫
通
信
販
売
は

数
年
行
っ
て
い
る
が
、
個
人
に
向
け
て
は
発
信
力
よ
り
も
ブ
ラ
ン
ド
力
の
側
面
が
強
い
。
岐
阜
の

お
茶
を
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
も
売
れ
な
い
と
実
感
。

⚫
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
だ
と
思
う
が
、
一
歩
間
違
え
る
と
問
題
に
な
っ
た
り
す
る
。
文
章
も
間
違
え
の
な

い
よ
う
に
し
な
い
と
い
け
な
い
な
ど
、
リ
ス
ク
が
懸
念
事
項
。

⚫
今
の
時
代
や
ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
か
ら
や
る
が
、
や
ら
な
く
て
よ
い
の
で
あ
れ
ば
や
ら
な
い
に
越
し
た
こ
と

は
な
い
。

⚫
高
齢
で
後
継
者
も
い
な
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
現
状
維
持
で
い
く
。

⚫
卸
が
メ
イ
ン
な
の
で
小
売
り
向
け
の
デ
ジ
タ
ル
施
策
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
強
化
の
方
向
に
な
い
。

＜
そ
の
他
・
意
見
＞

⚫
リ
ア
ル
店
舗
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
日
本
茶
カ
フ
ェ
な
ど
を
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
効
果
的
で
あ
る

と
思
う
。

⚫
お
茶
の
特
性
上
、
飲
ん
で
も
ら
わ
な
い
と
味
が
伝
わ
ら
な
い
。
対
面
で
な
い
と
使
っ
て
も
ら
え
な
い
、
お
茶
と
い

う
の
は
そ
う
い
う
飲
み
物
で
あ
る
。
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１
７
．
デ
ジ
タ
ル
活
用
状
況
、
活
用
・
未
活
用
理
由
、
今
後
の
意
向

（
⑤
進
め
る
意
向
は
な
い
）

デ
ジ
タ
ル
対
応
の
現
状
・
理
由

（
積
極
的
で
は
な
い
理
由
、
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
効
果
、
等
）

今
後
の
予
定
・
意
向
・
そ
の
他

＜
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
理
由
＞

⚫
お
客
様
は
高
齢
の
方
が
多
い
。

を
や
っ
て
も
仕
方
な
い
。

⚫
何
も
し
て
い
な
い
。
広
告
は

が
中
心
。

な
ど
は
不
快
な
広
告
な
ど
が
あ
る
の
が
懸
念
で
や

り
た
い
と
思
わ
な
い
。

⚫
問
屋
業
主
体
の
た
め
、
小
売
り
に
迷
惑
が
か
か
る
の
で
消
費
者
に
向
け
た

開
設
や

活
用
は

行
っ
て
い
な
い
。

⚫
前
に

は
や
っ
て
い
た
が
効
果
な
し
。

⚫
や
り
た
い
と
は
思
う
が
、
な
ん
と
な
く
出
来
て
い
な
い
。
効
果
に
疑
問
も
あ
り
、
更
新
は
手
間
、

は
コ
ス
ト
、
維
持
費
が
か
か
る
し
活
用
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

⚫
産
地
じ
ゃ
な
い
し
作
っ
て
も
効
果
が
な
い
。

＜
課
題
＞

⚫
は
面
倒
、
や
り
慣
れ
な
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
と
い
う
印
象
が
あ
る
。

⚫
お
客
様
が
高
齢
な
の
で
あ
ま
り
有
効
そ
う
で
な
い
。

＜
予
定
・
意
向
＞

⚫
歳
な
の
で
今
後
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
は
や
る
予
定
は
な
い
。

⚫
私
の
代
で
終
わ
り
な
の
で
今
後
も
や
る
つ
も
り
は
な
い
。

⚫
使
え
る
人
間
が
い
な
い
の
で
、
や
る
予
定
は
な
い
。

⚫
今
後
も
対
面
で
の
販
売
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
特
に
東
京
は
消
費
地
な
の
で
訴
え
る
も
の
や
背
景
が
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。

⚫
あ
と

年
で
お
店
を
閉
め
る
予
定
な
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
に
は
対
応
せ
ず
、
対
面
で
続
け
て
い
く
意
向
。

⚫
今
後
も
お
茶
の
普
及
の
た
め
に
は
や
っ
た
方
が
い
い
と
は
思
う
が
、
や
り
方
も
分
か
ら
な
い
し
難
し
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
対
応
に
手
間
が
と
ら
れ
て
し
ま
っ
て
は
お
茶
の
仕
事
に
影
響
が
出
て
は
本
末
転
倒
で
あ
る
。

＜
そ
の
他
・
意
見
＞

⚫
お
茶
の
品
質
と
い
う
の
は
同
一
価
格
で
も
格
差
が
あ
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
情
報
、
文
字
情
報
で
は
通
用
し
な
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
文
字
で
は
伝
え
る
べ
き
情
報
が
伝
え
ら
れ
な
い
。

⚫
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
て
も
お
茶
の
文
化
普
及
は
無
理
で
あ
る
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
お
茶
の
業
界
を
壊
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
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４．情報発信ツールの整備 
 

（１）JTA（Japan Tea Action）サイトの整備・運営 
  

１） 日本茶・茶文化の普及・広報の強化を図るため、JTA サイトの内容を見直し、情

報を更新して発信するニュース媒体のようなメディア型サイトとして再構築し

た。 

２） また、JTA サイトの情報に触れて、商品・サービスを購入又は体験したい消費者

を商品・サービスを提供する店舗・施設等を検索できるポータルサイト「日本

茶ドア」に誘導し、茶業者の HP（商品販売等）に簡潔かつスピーディーに移動

できる動線を整備した。 

  

ＪＴＡサイト URL: http://japanteaaction.jp/ 

 

ＪＪＴＴＡＡササイイトトトトッッププペペーージジ 

     
 
 

          ＪＪＴＴＡＡササイイトトののココンンテテンンツツ一一覧覧  

 掲 載 日       内      容 

令和 3年 7月 12 日 「Japan Tea Action」をリニューアルいたしました 

令和 3年 7月 12 日 「日本茶ドア」のご紹介 

令和 3年 7月 12 日 日本のお茶産地を駆け巡る「日本茶マラソン」オンライ

ンで開催！ 

令和 3年 7月 12 日 もう一度、お茶と出会う。日本茶ドキュメンタリー映画

「ごちそう茶事」 

令和 3年 8月 6日 暑い夏を乗り切る！ 手軽に水出し茶を楽しむ「舞ボト

ル」のススメ 

令和 3年８月 20 日 約10万人を20年間も調査！ 大規模なコホート研究か

ら知る、緑茶の健康の力 

令和 3年 9月 10 日 飲むだけじゃない！ おうち時間で日本茶の新しい美

味しさに出会う「日本茶スイーツづくり」 

令和 3年 9月 27 日 令和 3年 秋のお茶まつり開催！ 

令和 3年 10 月 7 日 お茶のホテルでほっと一息。泊まって楽しむ新しいお茶

体験！ 
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令和 3年 10 月 14 日 世界中のお茶好きが参加！ 「日本茶マラソン」イベン

トレポート 

令和 3年 10 月 27 日 「お茶」と「お菓子」のペアリングで、美味しさ引き立

つ。京都・茶寮 FUKUCHA のティーペアリング 

令和 3年 11 月 12 日 お茶の成分 100%まるごと健康ごはん！ 「日本茶ノ生

餡」で簡単＆自由にお茶料理 

令和 3年 11 月 25 日 日本茶検索サイト「日本茶ドア」リニューアルのお知ら

せ 

令和 3年 12 月 10 日 世界中のお茶好きが集まる、新しい旅のかたち「ティー

ツーリズム」へ 

令和 3年 12 月 14 日 お店で楽しむ日本茶。お茶の「淹れ方」とこだわりの「茶

葉」で、味わい広がる 

令和 4年 1月 6日 「口福」をもたらす！ 日本初、五種類の濃さを楽しむ

「大和茶大福」 

令和 4年 1月 18 日 消費者が審査！ 日本一美味しいお茶を決める「日本茶

AWARD」 

令和 4年 1月 18 日 「茶文化の魅力を再発見」オンラインイベント開催！ 

令和 4年 1月 25 日 自宅で簡単に「ひきたて」の抹茶を楽しむ、家庭用抹茶

マシン「Cuzen Matcha」 

令和 4年 2月 16 日 「日本茶の個性を若い世代に伝えたい！」ミス SFC グラ

ンプリの現役大学生・山田璃々子さんに聞く、お茶の魅

力 

令和 4年 3月 4日 オンラインイベント「茶文化の魅力を再発見」のイベン

ト動画公開！ 

      

３）アクティブユーザー数（令和 3 年 7月 12 日～令和 4年 2月 28 日） 

  大阪（府域内分）    1,461  

東京（都域内分）      2,283  

愛知（県域内分）       938   

その他地域    6,027  

    合計    10,709    
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（２）ポータルサイト「日本茶ドア」の機能追加 

１）令和 2年度において、ポータルサイト「日本茶ドア」を制作し、国内外 の消費者

等に対して、全国の日本茶の販売店、喫茶できるお店、お茶摘み等の体験ができ

る場所、茶器が買えるお店等の情報を検索可能な方式で提供してきた。 

２）令和 3年度においては、この「日本茶ドア」の機能をさらに高めるため、従来の

店舗情報に加えて、①季節商品などのおすすめ商品、最新のイベント開催などの

サービス情報についても、写真付きで登録・検索できるようにするとともに、②

消費者の方々から個別にこれらの商品、サービスについて直接、問い合わせがで

きる機能を追加した。また、トップページ画面のデザインを改定するとともに、

英語表記のページも追加して、より親しみやすく、使いやすいものにリニューア

ルし、令和 3 年 11 月 25 日に改定版「日本茶ドア」をアップした。 

３）令和 4年 2月末時点での「日本茶ドア」への累計アクセス数は、8,269、登録件数

は、336 となっている。 

日本茶ドア URL: https://www.nihon-cha.or.jp/door 

 

リリニニュューーアアルル「「日日本本茶茶ドドアア」」ののトトッッププペペーージジ  
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